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今週のキーワード

固体電池
EV航続距離と安全性を革新

28
件

総記事数

7
カ国

対象国

1,200
km

EV航続距離

70-80
%

製造時間削減

今週の全28記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 3DプリントHEA高強度 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

3Dプリント高エントロピー合金が従来のチタン合金を
超える強度と延性を達成、航空宇宙・自動車部品に革
新。

#02
自己補償フレキシブル
センサー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

中国科学院がジェスチャーと温度を同時感知する自己
補償型フレキシブルセンサーを開発、ウェアラブルに
応用。

#03
Tullomerファイバー発
表

製品紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Z-Polymers社がPEEKの4倍強度と優れた熱安定性を
持つ超極細「Tullomerファイバー」を発表、航空宇宙
等へ。

#04
衝撃で剛性変化スマー
ト材

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

米の特性に着目し、衝撃に応じて剛性が変化するグラ
ニュラーメタマテリアルを開発、ソフトロボットや保
護具へ。

#05
セルロース自己修復材
料

学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
MDPI論文がセルロース系自己修復材料の最新動向を
展望、電子皮膚や創傷管理への応用を強調。

#06
宇宙船向け自己修復複
合材

技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

欧州チームがセンサーと加熱要素を統合した自己修復
複合材料「HealTech」を宇宙船向けに開発、耐久性
向上へ。

#07
3Dプリント薬剤送達効
率化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

MITが3Dプリント三軸エレクトロスプレーエミッター
を開発、薬剤送達マイクロ粒子生産を効率化・低コス
ト化。

#08
極超音速部品製造70%
削減

製品紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Cambium社が高温樹脂システム「ApexShield 1000
」で極超音速部品製造時間を70-80%削減、航空宇宙
に革新。

#09 SPMで材料開発加速 技術報告
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○

米国DOEのNSRCが走査型プローブ顕微鏡の進化で原
子レベルの材料特性解明を加速、エネルギー材料開発
に貢献。

#10
分子リングでスマート
材料

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

香港大学が分子リングの「隠れた長さ」を操作し、超
強靭で応答性の高いスマート材料設計に成功、ソフト
ロボット等へ。

#11
導電性MOFで2D材料
改善

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

KAISTが導電性MOF材料「Ni₃(HITrip)₂」で積層型2D
材料の性能劣化課題を解決、次世代電子デバイスに貢
献。

#12 AI/MLでHEA設計展望 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Preprints.orgがAI/MLを活用した高エントロピー合金
の積層造形設計戦略の展望を発表、開発効率化を強調
。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
自己修復カーボンネガ
コンクリート

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

East Texas A&M;大学が自己修復・カーボンネガティ
ブなジオポリマーコンクリート開発を支援、建設業界
に貢献。

#14 DOEのAI材料開発加速 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

米国DOEがAIとデータセットで材料開発を加速するフ
レームワークを発表、市場投入期間を数十年から数ヶ
月へ短縮へ。

#15
低温リチウム抽出プロ
セス

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
MITが硬岩からのリチウム抽出で低温・リサイクル可
能な新化学プロセスを開発、環境負荷低減に貢献。

#16 IAEAスマート生体材料 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

IAEAが次世代ヘルスケア製品向けスマート生体材料開
発プロジェクトを始動、放射線技術活用で医療革新へ
。

#17
金メタマテリアル熱強
化

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

科学者がナノスケール金メタマテリアルで熱伝達を最
大4倍強化、チップ冷却やエネルギー技術効率化に貢
献。

#18
CO2注入セメント可視
化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

MITがCO2注入セメントの硬化過程を初可視化、CO2
貯蔵コンクリートの基礎化学を解明し持続可能な建設
材料開発を加速。

#19
レーザー撹拌法でHEA
生産

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
NISTが金属積層造形でレーザー撹拌法を開発、高性能
高エントロピー合金の均一生産を可能に。

#20
層状HEAの熱伝導率変
化

学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

層状デュアルフェーズ高エントロピー合金の引張ひず
み下での微細構造と熱伝導率変化を研究、産業応用を
探る。

#21
鋼より強いスマートプ
ラスチック

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

テキサスA&M;大学が皮膚のように自己修復し鋼より
強い炭素繊維強化プラスチックを開発、航空宇宙・防
衛に革命。

#22 Solidion固体電池保護 製品発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

Solidionがリチウム金属電池の主要課題を解決する特
許取得済みアノード保護プラットフォームを発表、安
全性向上へ。

#23 DOE次世代バッテリー 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

米国DOEが次世代バッテリー（固体電池）の材料革新
を強調、安全性・エネルギー貯蔵能力・コスト改善を
目指す。

#24 Stellantis固体電池実証 製品発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

StellantisがFactorial製固体電池をDodge Charger D
aytonaに搭載し実世界試験開始、EV生産車搭載に一
歩。

#25
Factorial固体電池120
0km

企業戦略
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

Factorial EnergyがEV向け固体電池で航続距離1,200
km以上を達成しNasdaq上場へ、EV業界のゲームチ
ェンジャーに。

#26
鉄強化バイオ炭で有害
ガス半減

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

中国農業科学院が鉄強化バイオ炭で堆肥からの有害ガ
ス排出量を半減し品質向上に成功、持続可能な農業に
貢献。

#27
AI駆動GPU向けPKG材
料

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Qnity ElectronicsがAI駆動GPU向け有機インターポー
ザ材料を強化、高性能半導体の歩留まりと信頼性向上
へ。

#28
AIとしわ材料の融合研
究

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
嶺南大学がAIとしわ材料の融合研究を発表、偽造防止
、人工臓器、伸縮性バッテリーへの応用を展望。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶EVの「航続距離不安」は本当に解消されるのか？
Factorial Energyが1,200km超の航続距離を実証し、Stellantisが実車試験を開始。固体電池の性能が飛躍的に向上する
中、自社のEV戦略やバッテリー調達計画は、この変化に対応できるか？

❷AIによる材料開発は、あなたのR&D;プロセスを陳腐化させるか？
米国DOEがAIとデータセットで材料開発期間を数十年から数ヶ月に短縮するフレームワークを発表。AI駆動型設計が主流
となる中、日本の材料メーカーは、このスピードと効率性に対応できる体制を構築できているか？

❸「自己修復」や「超高強度」材料は、製品設計の前提をどう変えるか？
PEEKの4倍強度を持つ繊維や、鋼より強く自己修復するスマートプラスチック、宇宙船向け自己修復複合材など、従来の
材料では不可能だった機能が次々と登場。自社の製品設計やメンテナンス戦略は、これらの新材料を前提とした変革を検
討しているか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

固体電池AI材料

3DHEA 高機能繊維

自己修復

半導体PKG

環境リチウム

熱制御

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 固体電池 注意 EV競争力向上 既存電池事業の陳腐化

● AI材料 注意 開発効率化 開発競争激化

● 3DHEA 機会大 高性能部品 製造技術の遅れ

● 高機能繊維 機会大 新市場開拓 既存事業の競争激化

● 自己修復 機会大 メンテコスト減 —

● 半導体PKG 注意 高密度化 技術キャッチアップ

● 環境リチウム 機会大 ESG対応 既存技術の陳腐化

● 熱制御 機会大 冷却効率向上 —
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深掘り ① ― リチウム金属電池のブレークスルー
#22 | 2026/06/05 | Investing.com | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

Solidion Technologyは、リチウム金属電池（LMB）の商業化を阻んできた主要課題を解決する特許取得済みアノード
保護プラットフォームを発表しました。この技術は、電解質とリチウム金属の副反応抑制、リチウムデンドライト形成
阻止、リチウム金属層と固体電解質間のギャップ解消という3つの課題を解決し、安全性とサイクル寿命を大幅に向上
させます。

LMBは既存のリチウムイオン電池の約10倍のエネルギー密度を持つ「究極の次世代バッテリー」と期待されてきました
が、これらの課題が実用化の障壁でした。本プラットフォームは、EV、ポータブル電子機器、ドローン、衛星、AIデー
タセンターなど、高性能バッテリーが求められる分野で新たなフロンティアを開く可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

Solidionの発表は、リチウム金属電池の実用化に向けた重要な一歩と評価できます。特に、デンドライ
ト抑制と界面安定化は、LMBの安全性とサイクル寿命を確保する上で不可欠な技術であり、特許取得済
みである点は競争優位性を示唆します。ただし、発表されているのはプラットフォームであり、具体的
な電池セルとしての性能データ（エネルギー密度、サイクル寿命、レート特性など）の検証が待たれま
す。特に、実環境での長期信頼性や、量産時のコスト、製造プロセスの複雑性が未解決課題として残り
ます。 【機会】日本の電池材料メーカーは、この新しい保護プラットフォームに対応する電解質やセパ
レーター、アノード材料の開発で協業機会を探るべきです。EVメーカーは、将来的な高性能LMB搭載を
見据え、車両設計や充電インフラ戦略を見直す必要があります。【脅威】既存のリチウムイオン電池技
術に固執する企業は、LMBの普及により市場競争力を失うリスクがあります。特に、安全性とエネルギ
ー密度の両面でLMBが優位に立てば、既存技術の陳腐化は避けられません。 次のアクションとして、日
本の電池メーカー・EVメーカーはSolidionの技術詳細を深掘りし、共同開発や技術提携の可能性を「即
時」に検討すべきです。

深掘り ② ― AI駆動型材料開発の国家戦略
#14 | 2026/06/04 | Department of Energy | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

米国エネルギー省（DOE）は、AIと大規模データセットを融合し、材料の発見、設計、認定（MDDC）プロセスを劇的
に加速する新しいフレームワークを発表しました。この「物理学を意識したAIフレームワーク」は、材料開発の市場投
入期間を数十年から数ヶ月に短縮することを目指し、バッテリー、エネルギーシステム、構造材料、機能性材料などの
重要技術開発に革命をもたらします。

AIモデルは物理法則に基づき、予測、合成、特性評価、分析を反復的に行う閉ループ学習システムを形成。DOEはX線
光源、中性子散乱施設、ナノスケール科学研究センター、材料データベース、エクサスケールコンピュータなど世界最
先端の実験・計算能力を投入し、このプロセスを加速しています。
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▶ 技術者の視点

DOEのこの発表は、材料開発のパラダイムシフトを明確に示しています。AIとデータ科学の統合は、従
来の試行錯誤型アプローチの限界を打ち破り、効率性とスピードを飛躍的に向上させるでしょう。特に
「物理学を意識したAI」という点は、単なるデータ駆動型ではなく、材料科学の基礎原理に基づいた予
測の信頼性を高める上で重要ですし、このフレームワークの成功は、高品質なデータセットの構築と、
AIモデルの汎用性、そして実験・計算リソースの連携にかかっています。 【機会】日本の材料メーカー
や研究機関は、AI/ML技術を材料開発R&D;に本格的に導入することで、開発リードタイムを短縮し、国
際競争力を強化する絶好の機会です。特に、自社の持つ膨大な実験データをAI学習に活用することで、
新たな材料設計の知見を得られます。【脅威】このフレームワークが米国で先行すれば、日本の材料開
発はスピードと効率性で大きく後れを取り、国際的なサプライチェーンにおける地位を失う可能性があ
ります。 日本のR&D;部門は、AI材料開発の専門家チームを編成し、自社の材料データベースとAIプラ
ットフォームの連携を「短期」で開始すべきです。経営企画部門は、国家レベルでのAI材料開発戦略の
策定を政府に提言し、「中長期」のロードマップを描く必要があります。
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深掘り ③ ― 3DプリントHEAの強度・延性ブレークスルー
#01 | 2026/06/04 | Department of Energy | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

米国エネルギー省の研究チームが、レーザーベースの積層造形（3Dプリント）により、高エントロピー合金（HEA）の
強度と延性の両方を大幅に向上させることに成功。新開発HEAは、降伏強度約1.3GPa（最強チタン合金超え）と延性
約14%（他の積層造形金属合金より高）を達成しました。

このブレークスルーは、レーザープロセスでナノメートル厚の層状構造（FCC/BCC）を精密に形成する新アプローチに
より、強度と延性のトレードオフ問題を克服。航空宇宙、防衛、エネルギー、自動車など高応力環境での部品耐久性、
信頼性、破損耐性の改善、製造コスト削減に繋がると期待されます。

▶ 技術者の視点

HEAの強度と延性の両立は、材料科学における長年の課題でした。特に積層造形では延性低下が顕著な
ため、今回の成果は学術的にも産業的にも非常にインパクトが大きいです。降伏強度1.3GPa、延性14
%という具体的な数値は非常に優れており、航空宇宙分野などでの軽量・高強度部品への応用期待は現
実的です。ただし、ナノスケール構造制御の再現性、大型部品へのスケールアップ、製造コスト、そし
て長期的な疲労特性や耐クリープ性などの評価が実用化に向けた未解決課題です。 【機会】日本の金属
材料メーカーは、この3DプリントHEAの組成やプロセス技術を研究し、自社製品への応用や新たな合金
開発の機会を探るべきです。航空宇宙・自動車部品メーカーは、この材料による部品軽量化・高性能化
の可能性を評価し、設計に組み込む検討を始めるべきです。【脅威】この技術が海外で先行すれば、日
本の高機能金属部品市場における競争力が低下する可能性があります。特に、複雑形状部品の3Dプリン
ト技術で遅れを取ると、サプライチェーンから外れるリスクも考えられます。 日本のR&D;部門は、こ
のナノ構造制御3Dプリント技術の追試と、自社製HEAへの適用可能性を「短期」で評価し、AM装置メ
ーカーとの連携を「中長期」で検討すべきです。

その他の注目記事
Stellantis、Factorial製固体電池をDodge Charger Daytonaに搭載し実世界試験開始、EV生産車への搭載に一歩 (Car and Driver)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

固体電池の実車試験開始はEV市場の転換点。日本のEV・電池メーカーはFactorial
Energyの動向を注視し、協業の可能性を検討すべき。

Z-Polymers社、PEEKの4倍以上の強度と優れた熱安定性を持つ超極細「Tullomerファイバー」を発表 (Plastics Technology)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

PEEKを超える超高強度・耐熱性繊維は、航空宇宙や医療機器の軽量化・高性能化に貢献。日本の高機能繊維メーカー
は競合として注目。

Cambium、高温樹脂システム「ApexShield 1000」で極超音速部品製造時間を70-80%削減、航空宇宙産業に革新 (Cambium USA News)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

極超音速部品の製造時間大幅削減は、航空宇宙・防衛産業のサプライチェーンに大きな影響。日本の複合材料メーカー
は技術動向を追うべき。

KAIST、導電性MOF材料「Ni₃(HITrip)₂」で積層型2D材料の性能劣化課題を解決 (Alpha Galileo (KAIST Press Release))
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

積層型2D材料の性能劣化克服は、次世代半導体デバイス開発のボトルネック解消に貢献。日本の半導体材料・デバイス
メーカーは注目。

科学者、ナノスケールで熱伝達の常識を覆す金メタマテリアルで最大4倍の熱強化を実現 (ScienceDaily)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
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チップ冷却など高密度熱流管理に革命をもたらす可能性。日本の半導体・熱管理技術メーカーは基礎研究動向を注視し
、応用を検討すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達/経営企画】Solidion (#22) およびFactorial Energy (#24, #25)
の固体電池技術に関する詳細情報を収集し、自社のEV・バッテリー戦略への影響を評価。

• 【R&D;/経営企画】米国DOEのAI材料開発フレームワーク (#14)
の詳細を調査し、自社のR&D;プロセスへのAI/ML導入計画を再評価。

• 【材料開発】Z-Polymers社のTullomerファイバー (#03)
のサンプル入手可能性を調査し、既存高機能繊維との性能比較を開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/半導体PKG】KAISTの導電性MOF材料 (#11)
が半導体パッケージングに与える影響を評価し、2D材料の積層技術に関する社内検討会を実施。

• 【航空宇宙/R&D;】Cambium社の極超音速樹脂 (#08) および3DプリントHEA (#01)
の技術動向を深掘りし、次世代航空宇宙部品への適用可能性を評価。

• 【R&D;/EV設計】自己修復材料 (#06, #21)
の最新動向を調査し、製品の耐久性向上やメンテナンスフリー化への応用可能性を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】AI駆動型材料開発のロードマップを策定し、必要な人材育成と投資計画を立案。国内外のA
I材料開発プラットフォームとの連携を検討。

• 【調達/R&D;】低温・リサイクル可能なリチウム抽出技術 (#15)
の進展を継続的にモニタリングし、将来的なリチウムサプライチェーンの多様化と環境負荷低減戦略を構築。

• 【R&D;】ナノスケール熱伝達制御技術 (#17)
の基礎研究を継続的に追跡し、次世代半導体冷却技術やエネルギー変換効率向上への応用研究を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-13
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収録記事一覧

#01 3Dプリント高エントロピー合金、従来のチタン合金を超える降伏強度1.3GPaと延性14%を達成

#02 中国科学院、ジェスチャー認識と温度感知を両立する自己補償型フレキシブルセンサーを開発

#03 Z-Polymers社、PEEKの4倍以上の強度と優れた熱安定性を持つ超極細「Tullomerファイバー」

を発表

#04 科学者、米の圧縮速度依存性に着目し、衝撃に応じて剛性変化する「スマート材料」を開発

#05 MDPI論文がセルロース系自己修復材料の基礎から未来までを展望、電子皮膚・創傷管理への応
用を強調

#06 欧州の研究チーム、センサーと加熱要素を統合した自己修復複合材料「HealTech」を宇宙船向け
に開発

#07 MIT、3Dプリント三軸エレクトロスプレーエミッターで薬剤送達マイクロ粒子生産を効率化、低
コスト化を実現

#08 Cambium、高温樹脂システム「ApexShield 1000」で極超音速部品製造時間を70-80%削減、
航空宇宙産業に革新

#09 米国DOEのナノスケール科学研究センター、走査型プローブ顕微鏡の進化でエネルギー材料開発

を加速

#10 香港大学化学者、分子リングの「隠れた長さ」を操作し、超強靭で応答性の高いスマート材料設
計に成功

#11 KAIST、導電性MOF材料「Ni₃(HITrip)₂」で積層型2D材料の性能劣化課題を解決

#12 Preprints.orgがAI/MLを活用した高エントロピー合金の積層造形設計戦略の展望を発表

#13 East Texas A&M大学、25万ドル助成金で自己修復・カーボンネガティブな持続可能ジオポリマ
ーコンクリート開発を支援

#14 米国DOEがAIとデータセットで材料開発を加速するフレームワークを発表、市場投入期間を数十
年から数ヶ月へ短縮へ

#15 MIT、硬岩からのリチウム抽出で低温・リサイクル可能な新化学プロセスを開発

#16 IAEA、次世代ヘルスケア製品向けスマート生体材料開発を促進する新プロジェクトを始動

#17 科学者、ナノスケールで熱伝達の常識を覆す金メタマテリアルで最大4倍の熱強化を実現

#18 MIT研究者、CO2注入セメントの硬化過程を初可視化、CO2貯蔵コンクリートの基礎化学を解明

#19 NIST、金属積層造形でレーザー撹拌法を開発、高性能高エントロピー合金の生産を可能に

#20 層状デュアルフェーズ高エントロピー合金の引張ひずみ下での微細構造と熱伝導率変化に関する
研究、産業応用への可能性を探る



#21 テキサスA&M大学発「スマートプラスチック」、皮膚のように自己修復し鋼より強く、航空宇
宙・防衛産業に革命の可能性

#22 Solidion、リチウム金属電池の主要課題解決へ向けた特許取得済みアノード保護プラットフォー

ムを発表

#23 米国DOE、次世代バッテリーの材料革新を強調：固体電解質で安全性・エネルギー貯蔵能力・コ
ストを改善

#24 Stellantis、Factorial製固体電池をDodge Charger Daytonaに搭載し実世界試験開始、EV生産
車への搭載に一歩

#25 Factorial Energy、EV向け固体電池で航続距離1,200km以上を達成しNasdaq上場へ

#26 中国農業科学院、鉄で強化したバイオ炭で堆肥からの有害ガス排出量を半減し品質向上に成功

#27 Qnity Electronics、AI駆動GPU向け有機インターポーザ材料を強化、高性能半導体の歩留まりと
信頼性向上へ

#28 嶺南大学、AIとしわ材料の融合研究を発表：偽造防止、人工臓器、伸縮性バッテリーへの応用を
展望



3Dプリント高エントロピー合金、従来のチタン合金を超
える降伏強度1.3GPaと延性14%を達成

概要

米国エネルギー省の研究チームがレーザーベースの積層造形により、破壊耐性の高い
高エントロピー合金（HEA）の強度と延性を大幅に向上させました。この新開発HEA

は、降伏強度が約1.3ギガパスカル（GPa）と最強のチタン合金を上回り、さらに他の

積層造形金属合金よりも高い約14%の伸びを示します。これにより、航空宇宙や自動
車など高応力環境で使用される部品の耐久性、信頼性、破損耐性が飛躍的に改善され
る可能性があり、製造コストの削減にも繋がると期待されています。

公開日 2026年06月04日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省の研究チームは、レーザーベースの積層造形（3Dプリンティング）技
術を革新し、従来の3Dプリンティングでは困難であった高エントロピー合金（HEA）の
強度と延性の両方を大幅に向上させることに成功しました。新開発のHEAは、約1.3ギガ
パスカル（GPa）という非常に高い降伏強度を達成し、これは市販されている最強のチ
タン合金をも凌駕する性能です。また、他の積層造形金属合金と比較しても優れた伸び
率（約14%）を示し、材料の破損耐性を大きく高めています。

技術・臨床詳細

このブレークスルーは、レーザーベースの積層造形プロセスにおいて、ナノメートル厚
の層状構造（FCCおよびBCC）を精密に形成する新しいアプローチによって実現されま
した。このナノメートルスケールの構造制御が、HEAの強度と延性のトレードオフ問題
（通常、強度を上げると延性が低下する）を克服する鍵となっています。これにより、
高応力下での使用が想定されるHEAの製造における従来の課題が解消され、材料の内部
構造がナノスケールで最適化されることで、外部からの力に対する材料の応答性が劇的
に向上しています。

背景・業界文脈

高エントロピー合金は、複数の主要元素をほぼ等量で含むことで、従来の合金にはない
優れた特性（高温安定性、耐食性、耐摩耗性など）を持つ次世代材料として注目されて
います。しかし、その複雑な組成と結晶構造から、積層造形による製造では延性が低下
しやすいという課題がありました。本研究は、この長年の課題を解決するものであり、
航空宇宙、防衛、エネルギー、自動車といった高性能が求められる産業分野において、
より安全で燃料効率の高い車両、より強力な製品、長寿命の機械の実現に貢献するもの
です。



今後の展望

この技術は、軽量で複雑なHEA部品の製造を可能にし、特に過酷な摩耗、極端な温度、
放射線、高応力に耐える必要がある用途での実用化が期待されています。今後は、さら
に多様なHEAシステムへの適用可能性を探り、実際の産業部品へのスケールアップに向
けた研究が進められるでしょう。また、この積層造形技術は、他の先端材料の研究開発
にも新たな道を開く可能性を秘めています。

元記事: https://www.energy.gov/science/bes/articles/3d-printed-alloys-offer-improved-strength-and-

ductility

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/science/bes/articles/3d-printed-alloys-offer-improved-strength-and-ductility
https://www.energy.gov/science/bes/articles/3d-printed-alloys-offer-improved-strength-and-ductility


中国科学院、ジェスチャー認識と温度感知を両立する自己
補償型フレキシブルセンサーを開発

概要

中国科学院金属研究所の研究者が、ジェスチャー認識と温度感知を同時に行える柔軟
なデュアル機能自己補償型センサーを開発しました。このセンサーは、Bi2Te3/ポリイ
ミド（PI）フレキシブルフィルムの熱電効果とピエゾ抵抗応答を活用し、温度変動の

影響を抑制します。ウェアラブルエレクトロニクス、インテリジェントロボット、電
子皮膚など、複数のセンシングが求められる次世代デバイスへの応用が期待されま
す。

公開日 2026年06月04日  Chinese Academy of Sciences (CAS)  中国



詳細

主要成果

中国科学院金属研究所の研究チームは、ジェスチャー認識と温度感知を同時に実行でき
る、自己補償型の柔軟なデュアル機能センサーの開発に成功しました。この革新的なセ
ンサーは、環境温度の変化による誤動作を抑制する機能を持っており、複数の入力を高
精度で処理できる次世代ウェアラブルデバイスの基盤を築きます。

技術・臨床詳細

このセンサーは、ビスマステルル（Bi2Te3）とポリイミド（PI）を組み合わせたフレキ
シブルフィルムをベースにしています。Bi2Te3の熱電効果（温度変化を電圧に変換）と
ピエゾ抵抗応答（機械的応力を電気抵抗変化に変換）を巧みに組み合わせることで、ジ
ェスチャー（圧力や曲げ）と温度の両方を同時に検出します。特に重要なのは、温度感
知モジュールが環境温度の変動を検出し、その影響をジェスチャー認識モジュールから
効果的に補償するメカニズムを組み込んでいる点です。これにより、センサーが高温環
境や急激な温度変化にさらされても、ジェスチャー認識の精度が維持されます。

背景・業界文脈

従来のフレキシブルセンサーは、温度変化が物理的な入力の検出に大きな影響を与える
という課題を抱えていました。例えば、ウェアラブルデバイスが体温の上昇や外部環境
の変化にさらされると、正確なジェスチャー認識が困難になることが多々ありました。
本研究で開発された自己補償型のデュアル機能センサーは、この温度交絡問題を解決
し、より信頼性の高いウェアラブルエレクトロニクス、ロボット工学、および医療診断
機器への道を拓くものです。特に、患者の活動と体温を同時にモニタリングする電子皮
膚や、多様な環境下で複雑な操作を行うインテリジェントロボットにおいて、その真価
が発揮されると見られています。



今後の展望

このデュアル機能センサーは、スマートテキスタイル、仮想現実/拡張現実（VR/AR）デ
バイス向けのインタラクティブな入力インターフェース、さらに産業用ロボットの触覚
フィードバックシステムなど、多岐にわたる分野での応用が期待されます。研究チーム
は今後、センサーの量産化技術の確立と、さらなる小型化・集積化を進めることで、広
範な商用展開を目指すとしています。この技術は、ヒューマン・マシン・インターフェ
ースの進化を加速し、私たちの日常生活や産業プロセスに新たなインタラクションをも
たらす可能性を秘めています。

元記事: https://english.cas.cn/newsroom/research-news/202606/t20260603_1161046.shtml

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://english.cas.cn/newsroom/research-news/202606/t20260603_1161046.shtml


Z-Polymers社、PEEKの4倍以上の強度と優れた熱安定性
を持つ超極細「Tullomerファイバー」を発表

概要

ボストンを拠点とするZ-Polymers社が、米国で最も細い機能性モノフィラメント繊維
である「Tullomerファイバー」を発表しました。この革新的な繊維は、高性能ポリマ
ーPEEKの4倍以上の機械的強度と優れた熱安定性を持ちます。航空宇宙、医療機器、

積層造形、技術繊維など、高強度と耐熱性が求められる幅広い先端製造分野にコスト
競争力のあるソリューションを提供し、産業に大きな影響を与えることが期待されま
す。

公開日 2026年06月09日  Plastics Technology  アメリカ



詳細

主要成果

ボストンに拠点を置くZ-Polymers社は、米国で最も細い機能性モノフィラメント繊維で
ある「Tullomerファイバー」の発売を発表しました。この新素材は、高性能エンジニア
リングプラスチックであるPEEK（ポリエーテルエーテルケトン）の4倍以上の機械的強
度と、卓越した熱安定性を兼ね備えています。これにより、従来の素材では達成困難だ
った性能要求を持つ、航空宇宙、医療機器、積層造形、技術繊維といった先端製造分野
に新たな材料選択肢を提供します。

技術・臨床詳細

Tullomerファイバーは、溶融紡糸技術を用いて液晶ポリマー（LCP）から製造されま
す。この製造プロセスにより、極めて細く、均一な直径を持つ繊維を、コスト競争力を
維持しながら大量生産することが可能です。その微細な構造とLCP固有の分子配向が、
PEEKを遥かに凌ぐ機械的特性と優れた熱安定性の両立を実現しています。特に、引張強
度、剛性、耐疲労性に優れ、高温環境下での寸法安定性も高いため、過酷な条件下での
長期使用に耐えることができます。

背景・業界文脈

高機能繊維の市場では、強度と軽量化、そして耐熱性の向上が常に求められています。
特に航空宇宙分野では、機体の軽量化と燃費向上に直結するため、より高性能な繊維材
料への需要が高まっています。また、医療機器分野では、小型化と生体適合性、そして
長期的な信頼性が重要な要素となります。Tullomerファイバーは、これらの要求を満た
すだけでなく、溶融紡糸による製造が可能なため、従来の高性能繊維に比べて製造コス
トを抑えることができ、幅広い産業での採用が期待されます。これは、高性能素材が高
価であるという一般的な認識を覆し、より多くのアプリケーションでの利用を促進する
ものです。



今後の展望

Tullomerファイバーの登場は、高機能材料市場に大きな変化をもたらす可能性がありま
す。航空宇宙分野では、軽量構造部品や複合材料の強化に、医療機器分野では、より柔
軟で耐久性のある縫合糸やカテーテル、インプラント材料への応用が期待されます。さ
らに、積層造形においては、高強度で形状自由度の高い部品製造を可能にし、技術繊維
としては、保護服やフィルターなどの性能向上に貢献するでしょう。Z-Polymers社は、
この革新的な繊維が、持続可能性と性能向上を両立させる次世代製造業の基盤となるこ
とを目指しています。

元記事: https://www.plasticstoday.com/materials/z-polymers-tullomer-fiber-delivers-four-times-peek-

strength-at-competitive-aramid-fiber-pricing

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plasticstoday.com/materials/z-polymers-tullomer-fiber-delivers-four-times-peek-strength-at-competitive-aramid-fiber-pricing
https://www.plasticstoday.com/materials/z-polymers-tullomer-fiber-delivers-four-times-peek-strength-at-competitive-aramid-fiber-pricing


科学者、米の圧縮速度依存性に着目し、衝撃に応じて剛性
変化する「スマート材料」を開発

概要

科学者らが、圧縮速度によって強度が変化するという米の珍しい特性を発見し、これ
を模倣した「スマート材料」を開発しました。この新しいグラニュラーメタマテリア
ルは、ゆっくりとした動きでは強靭さを保ち、急な衝撃では自動的に弱くなることで

剛性を調整できます。この技術は、ソフトロボットや、衝撃の力に応じて異なる反応
をする保護具に応用され、安全性と機能性を高めることが期待されます。

公開日 2026年06月11日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、乾燥した米粒の集合体が圧縮速度によってその強度が変化するという、
これまでに知られていなかった珍しい特性を発見しました。このユニークな現象をヒン
トに、彼らは新しい「スマート材料」を開発。この材料は、動きの速さに応じて剛性を
自動的に調整できるグラニュラーメタマテリアルであり、ゆっくりとした動きに対して
は強靭さを保ち、急激な衝撃に対しては意図的に弱くなるという特性を示します。この
革新的な機能は、ソフトロボット工学や衝撃保護具のデザインに革命をもたらす可能性
があります。

技術・臨床詳細

開発されたスマート材料は、粒状物質の原理に基づいています。米粒がゆっくり圧縮さ
れると、粒子の間に多くの摩擦が生じ、全体として高い剛性を発揮します。しかし、急
激な衝撃が加わると、粒子が再配置される時間がなく、摩擦が減少するため、材料は一
時的に「軟化」します。この「剛性可変」の特性は、外部からのエネルギー入力に応じ
て材料の機械的応答を動的に制御することを可能にします。研究チームは、この特性を
人工的に再現するために、特定の形状と表面特性を持つ粒子を組み込んだメタマテリア
ルを設計しました。この設計により、材料は外部からの刺激（圧縮速度）に自律的に応
答し、その物理的特性を変化させることができます。

背景・業界文脈

材料科学の分野では、外部刺激に応じて特性を変化させる「スマート材料」の開発が活
発に行われています。特に、人間の活動や環境変化に柔軟に適応するソフトロボット、
またはユーザーを最適に保護する適応型保護具の需要が高まっています。従来の材料で
は、強度と柔軟性のトレードオフが課題でしたが、今回の研究は、特定のシナリオで材
料が「自己調整」する能力を提供することで、この課題を克服する新たな道を開きまし
た。この米の特性の発見と応用は、生物学的システムが環境に適応する仕組みからイン
スピレーションを得た「バイオインスパイアード」材料設計の好例と言えます。



今後の展望

このスマート材料は、多くの分野で実用化が期待されます。ソフトロボットでは、より
安全で適応性の高い人間とのインタラクションを可能にし、怪我のリスクを低減する可
能性があります。また、スポーツ用保護具、自動車の衝突吸収材、軍事用プロテクター
などにおいては、衝撃の性質に応じて最適な保護レベルを提供する「適応型保護」シス
テムへの応用が考えられます。将来的には、この原理をさらに発展させ、温度、光、電
場など、より多様な刺激に応答する材料の開発へと繋がる可能性も秘めており、材料設
計のパラダイムを変える潜在力を持っています。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260611024621.htm

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260611024621.htm


MDPI論文がセルロース系自己修復材料の基礎から未来ま
でを展望、電子皮膚・創傷管理への応用を強調

概要

MDPI Materialsに掲載されたレビュー論文が、セルロースをベースとした自己修復材
料の最新動向を詳細に評価しました。本論文は、材料が自律的に損傷を修復し耐久性
を高めるための基本的な化学戦略として、外部メカニズム、動的共有結合、超分子相

互作用を分析しています。特に、電子皮膚用の超伸縮性センサー、慢性創傷管理用の
生体適合性マトリックス、極限環境下での耐凍結性ユーテクトゲルなど、多機能シス
テムへの応用可能性が強く強調されています。

公開日 2026年06月05日  MDPI Materials  スイス



詳細

主要成果

MDPI Materials誌に掲載されたレビュー論文は、セルロースを基盤とする自己修復材料
の進展について包括的な評価を行いました。このレビューは、材料が自律的に損傷を検
出し、修復する能力を通じて、その寿命と耐久性を大幅に向上させる可能性を強調して
います。特に、外部メカニズム、動的共有結合、および超分子相互作用といった主要な
自己修復戦略が詳細に分析され、それぞれのメカニズムがどのように材料の機能性を支
えているかが解明されています。

技術・臨床詳細

本レビューでは、自己修復を実現するための多様なアプローチが取り上げられていま
す。例えば、ナノセルロースをシリコーンやポリウレタンマトリックスに組み込むこと
で、5℃以下の低温でも自己修復能力を発揮し、優れた疲労耐性を持つ材料が開発され
ています。また、セルロースで機能化されたハロイサイトナノチューブ（HNT-C）をエ
ポキシコーティングに利用したビトリマー様のシステムも紹介されており、これが自己
修復を促進し、コーティングの靭性を向上させることが示されています。これらの戦略
は、材料内部に修復剤をカプセル化したり、可逆的な結合を導入したりすることで、損
傷発生時に化学的または物理的な反応を誘発し、材料の構造的完全性を回復させるもの
です。

背景・業界文脈

自己修復材料は、持続可能な社会の実現とメンテナンスコストの削減という観点から、
材料科学分野で非常に注目されています。特に、再生可能資源であるセルロースをベー
スにすることで、環境負荷の低い材料開発へと繋がります。従来の材料は、一度損傷を
受けると性能が低下し、最終的には交換が必要となるため、廃棄物の増加や資源の枯渇
といった問題がありました。自己修復材料は、この課題を根本的に解決し、製品のライ
フサイクルを延長するだけでなく、安全性の向上にも寄与します。電子皮膚、医療用イ
ンプラント、環境センサー、自動車・航空宇宙部品など、多岐にわたる分野での応用が
期待されています。



今後の展望

レビュー論文では、セルロース系自己修復材料の将来展望として、多機能性システムの
構築が挙げられています。具体的には、外部からの刺激に応答する超伸縮性センサーと
しての電子皮膚、長期的な使用が求められる慢性創傷管理用の生体適合性マトリック
ス、そして極限環境下でも性能を維持できる耐凍結性ユーテクトゲルの開発などが強調
されています。これらの応用は、材料の自己修復能力が、単なる損傷回復に留まらず、
新たな高付加価値機能を生み出す可能性を示唆しています。今後の研究は、修復効率の
向上、多機能性の統合、およびスケールアップ可能な製造プロセスの開発に焦点を当
て、実用化に向けたさらなる進展が期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2073-4360/18/11/1296

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2073-4360/18/11/1296


欧州の研究チーム、センサーと加熱要素を統合した自己修
復複合材料「HealTech」を宇宙船向けに開発

概要

欧州の研究者グループが、宇宙船構造向けの革新的な自己修復複合材料「HealTech」
を開発しました。スイスのCompPair、CSEM、ベルギーのCom&Sensが欧州宇宙機関
（ESA）と提携し、センサーと加熱要素を組み込んだ炭素繊維複合材料を開発。この材

料は衝撃や応力による損傷を自律的に修復でき、再利用可能な打ち上げ機や宇宙船の
耐久性を向上させ、宇宙ゴミの削減に貢献します。

公開日 2026年06月09日  European Space Agency (ESA) via European Supergrid  欧州



詳細

主要成果

欧州の研究者グループは、宇宙船構造の耐久性を飛躍的に向上させる自己修復複合材料
「HealTech」を開発しました。この革新的な材料は、センサーと加熱要素を統合した炭
素繊維複合材料であり、衝撃や応力によって生じた損傷を自律的に修復する能力を持っ
ています。これにより、宇宙船の運用寿命が延び、高価な修理や交換の必要性が低減さ
れるだけでなく、宇宙ゴミの削減にも大きく貢献します。

技術・臨床詳細

HealTech材料は、スイスのCompPair、CSEM、ベルギーのCom&Sensの専門知識を結集
し、欧州宇宙機関（ESA）の支援のもと開発されました。この複合材料は、損傷を検知
する埋め込み型センサーと、検知された損傷箇所に熱を供給して修復を促進する加熱要
素を組み込んでいます。損傷が発生すると、センサーがその位置と程度を特定し、加熱
要素が作動して材料内の特別なポリマーマトリックスを活性化させ、亀裂や微細な損傷
を自己修復します。このプロセスは、最小限の外部介入で、材料の構造的完全性を効果
的に回復させることが可能です。

背景・業界文脈

宇宙環境は、極端な温度変化、放射線、微小デブリの衝突など、材料にとって非常に過
酷です。特に再利用可能な打ち上げ機や長期運用される宇宙船では、構造材料の損傷が
深刻な問題となり、安全性とコストに大きな影響を与えます。従来の材料では、宇宙で
の損傷は修理が極めて困難であり、ミッションの早期終了や高額なメンテナンス費用に
繋がっていました。HealTechのような自己修復材料は、この課題に対する画期的な解決
策を提供し、宇宙探査と商業宇宙活動の持続可能性を高めるものです。欧州は、この技
術を通じて、宇宙産業におけるリーダーシップを強化しようとしています。



今後の展望

HealTechの成功は、宇宙船だけでなく、航空機、自動車、風力タービンなど、地上での
高応力環境下で使用される複合材料にも広範な応用可能性を示唆しています。特に、再
利用可能な打ち上げ機の構造部品への適用は、打ち上げコストの削減と効率的な運用に
直結します。将来的には、この技術がさらに進化し、より複雑な損傷パターンに対応で
きるようになったり、修復速度が向上したりすることで、さまざまな産業における材料
設計の標準を塗り替える可能性があります。ESAは、この技術をさらに実証し、将来の
宇宙ミッションへの統合を目指しています。

元記事: https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55306-european-

researchers-develop-self-healing-composite-material-for-spacecraft

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55306-european-researchers-develop-self-healing-composite-material-for-spacecraft
https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55306-european-researchers-develop-self-healing-composite-material-for-spacecraft


MIT、3Dプリント三軸エレクトロスプレーエミッターで
薬剤送達マイクロ粒子生産を効率化、低コスト化を実現

概要

MITの研究者が、時限放出型薬剤送達マイクロ粒子や自己修復材料の効率的な製造を
可能にする、3Dプリントされた三軸エレクトロスプレーエミッターを開発しました。
これらのデバイスは、微細なノズルから3種類の液体を正確に供給し、3層構造の均一

な液滴を生成します。従来の半導体クリーンルームでの製造に比べ、低コストかつ迅
速な製造が可能であり、医薬品製造や先端材料開発に革新をもたらすと期待されま
す。

公開日 2026年06月09日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、薬剤送達マイクロ粒子や自己修復
材料の製造プロセスを劇的に効率化する3Dプリントされた三軸エレクトロスプレーエミ
ッターを開発しました。この革新的なデバイスは、従来の製造方法と比較して、製造コ
ストを大幅に削減し、生産時間を短縮する能力を持っています。これにより、時限放出
型医薬品や、複雑な多層構造を持つ機能性材料の普及が加速される見込みです。

技術・臨床詳細

開発された三軸エレクトロスプレーエミッターは、中心から外側に向けて同心円状に配
置された3つの微細なノズルを特徴としています。この設計により、3種類の異なる液体
を同時に、かつ極めて正確に供給することが可能です。これらの液体は、エミッターか
ら放出される際に電気力によって均一な3層構造の液滴を形成します。この液滴は、特
定の薬剤を内包するコア、その放出を制御する中間層、そして保護膜として機能する最
外層といった形で、精密な多層構造を持つマイクロ粒子へと加工されます。従来の半導
体クリーンルーム環境で製造されるマイクロ流体デバイスとは異なり、この3Dプリント
技術は、より柔軟な設計自由度と、迅速なプロトタイッピングを可能にします。

背景・業界文脈

薬剤送達システムにおいて、時限放出型マイクロ粒子は、薬物の効果を長期化させた
り、特定の部位に集中的に作用させたりするために不可欠です。しかし、これらのマイ
クロ粒子の製造は、これまで複雑なプロセスと高額な設備投資を必要としていました。
特に、均一なサイズと多層構造を持つマイクロ粒子を効率的に生産することは、大きな
課題でした。同様に、自己修復材料など、複数の機能層を精密に積層する必要がある先
端材料の製造も、コストと時間の制約がありました。MITの3Dプリントエミッターは、
これらの課題を一挙に解決し、医薬品製造、再生医療、そして新たな機能性材料の開発
におけるボトルネックを解消する可能性を秘めています。



今後の展望

この3Dプリントされた三軸エレクトロスプレーエミッターは、医薬品業界において、よ
りパーソナライズされた薬剤送達システムの開発を促進します。例えば、がん治療薬や
慢性疾患薬の投与において、患者の負担を軽減し、治療効果を最大化する新たな選択肢
を提供できるでしょう。また、自己修復材料やスマート材料の開発においては、これま
では概念的であった多層構造の実現を容易にし、新たな材料特性の探索を加速させま
す。研究チームは、この技術が将来的には大規模生産にも適用可能であることを示し、
さまざまな産業分野での広範な採用を目指すとしています。

元記事: https://news.mit.edu/2026/3d-printed-devices-could-streamline-drug-delivery-microparticle-

production-0609

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/3d-printed-devices-could-streamline-drug-delivery-microparticle-production-0609
https://news.mit.edu/2026/3d-printed-devices-could-streamline-drug-delivery-microparticle-production-0609


Cambium、高温樹脂システム「ApexShield 1000」で極
超音速部品製造時間を70-80%削減、航空宇宙産業に革新

概要

Cambium社は、航空宇宙メーカー向けに新しい高温樹脂システム「ApexShield 1000」
を発表しました。このシステムにより、極超音速グライドボディやロケットノズル延
長部などの炭素-炭素部品の製造時間を70〜80%という大幅に短縮できます。また、高

温フタロニトリルコーティング「ApexShield 3000」も同時に発表し、極超音速飛行か
らEMI/RFシールドまで幅広い応用を目指すことで、航空宇宙産業の製造効率と性能向
上に貢献します。

公開日 2026年06月04日  Cambium USA News  アメリカ



詳細

主要成果

Cambium社は、航空宇宙産業向けに特化した革新的な高温樹脂システム「ApexShield

1000」を発表し、極超音速部品の製造プロセスに革命をもたらしました。この新技術
は、極超音速グライドボディやロケットノズル延長部といった炭素-炭素複合材料部品
の製造にかかる時間を、従来の工法と比較して70〜80%も短縮することを可能にしま
す。これにより、製造コストの大幅な削減と市場投入期間の短縮が実現し、航空宇宙分
野における競争力を高めます。

技術・臨床詳細

ApexShield 1000は、超高温環境下での優れた性能を発揮するように設計された特殊な
樹脂システムです。この樹脂は、炭素繊維と組み合わされることで、極超音速飛行時の
極端な熱や機械的負荷に耐えることができる複合材料を形成します。製造時間の短縮
は、硬化プロセスの最適化や、従来の複雑なオートクレーブ処理の削減、あるいは不要
化によって達成されます。同時に発表された「ApexShield 3000」は、金属および複合
基材向けの高温フタロニトリルコーティングであり、酸化防止や熱保護を提供します。
これは、極超音速飛行環境だけでなく、電磁干渉（EMI）および無線周波数（RF）シー
ルドなどの幅広い用途に対応する多機能性を持っています。

背景・業界文脈

極超音速技術は、防衛および宇宙開発分野における最先端のフロンティアであり、次世
代の航空機やミサイル、宇宙船の開発において極めて重要です。しかし、極超音速環境
に耐えうる材料の製造は、非常に高い技術的障壁と時間、コストがかかることが課題で
した。特に、炭素-炭素複合材料は優れた耐熱性と軽量性を持つ一方で、その製造プロ
セスは複雑で時間がかかります。Cambium社の新樹脂システムは、この製造プロセスの
ボトルネックを解消し、極超音速技術の実用化と量産化を加速させる鍵となります。こ
の技術は、米国の国家安全保障と宇宙産業における優位性を強化する上で重要な役割を
果たすでしょう。



今後の展望

Cambium社のApexShieldシリーズは、航空宇宙、防衛、エネルギーといった要求の厳し
い分野において、高効率かつ高性能な材料ソリューションを提供することで、広範な影
響を与えることが期待されます。製造時間の劇的な短縮は、新たな極超音速システムの
迅速な開発と配備を可能にし、技術的優位性を確立する上で不可欠です。今後は、
ApexShield 1000を用いた部品のさらなる耐久性評価や、ApexShield 3000のコーティン
グとしての適用範囲拡大、およびより多様な材料システムへの展開が期待されます。ま
た、この技術がもたらすコスト効率の向上は、極超音速技術の商業化への道も開く可能
性があります。

元記事: https://www.cambium-usa.com/newsroom/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cambium-usa.com/newsroom/


米国DOEのナノスケール科学研究センター、走査型プロー
ブ顕微鏡の進化でエネルギー材料開発を加速

概要

米国エネルギー省（DOE）のナノスケール科学研究センター（NSRC）が、走査型プロ
ーブ顕微鏡（SPM）の技術革新を通じて、原子・分子レベルでの材料特性解明と新材
料設計を加速しています。この進歩は、エネルギー貯蔵・変換材料、磁性システム、

複合酸化物、高温超伝導体といった分野でのブレークスルーを可能にします。ナノス
ケールでの挙動を可視化することで、クリーンエネルギー技術の発展に不可欠な高性
能材料の開発が加速される見込みです。

公開日 2026年06月04日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）に属する5つのナノスケール科学研究センター（NSRC）は、
走査型プローブ顕微鏡（SPM）技術の画期的な進歩により、ナノスケールにおける材料
の構造と物理的特性の理解を深め、新しい材料システムの設計を加速しています。この
進歩は、原子レベルでの化学反応や結合を可視化し、材料設計の基本原理に関する前例
のない洞察を提供するものです。

技術・臨床詳細

SPMは、非常に小さなプローブを用いて材料表面を走査し、原子スケールでのトポグラ
フィー、電気的、磁気的、光学的特性などを測定する強力なツールです。NSRCでは、
このSPMの能力をさらに拡張し、動的なプロセスや複雑な材料システムにおける原子レ
ベルの挙動をリアルタイムで観察できるようにしています。具体的には、エネルギー貯
蔵・変換材料、例えば次世代バッテリーや太陽電池、さらには磁性システム、複合酸化
物、高温超伝導体といった分野で、材料の根本的な特性と性能の関係を解明するための
高精度な分析が行われています。これにより、材料科学者は、特定の機能を持つ材料を
設計するための「ナノレベルのブループリント」を得ることができます。

背景・業界文脈

クリーンエネルギー技術の進展や、より高性能な電子デバイスの開発には、革新的な材
料が不可欠です。これらの材料の多くは、その機能性がナノスケールでの原子配置や分
子間相互作用に深く依存しています。従来の分析技術では、このような微細なスケール
での挙動を十分に理解することが困難であり、新材料開発のボトルネックとなっていま
した。DOEのNSRCにおけるSPMの進歩は、このギャップを埋め、材料科学者が「ボト
ムアップ」で材料を設計・構築する能力を大幅に向上させます。これは、基礎科学の理
解を深め、実用的な技術応用へと迅速に繋げるための重要なステップです。



今後の展望

このナノスケール科学研究は、多岐にわたる分野で大きな影響を与えることが期待され
ています。エネルギー分野では、高効率なエネルギー貯蔵システムや、より耐久性のあ
る燃料電池の開発が加速されるでしょう。電子デバイス分野では、超小型で高速なプロ
セッサーや、新たな量子コンピューティング材料の設計が可能になるかもしれません。
NSRCは、世界をリードする実験・計算能力を活用し、材料研究とイノベーションを加
速するための共同研究プラットフォームとして機能しています。今後の研究では、SPM

とAI/機械学習技術の統合により、さらに複雑な材料系の特性を予測し、設計プロセス
を最適化する方向へと進むことが予想されます。

元記事: https://www.energy.gov/science/articles/opening-eye-popping-possibilities-smallest-scales

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/science/articles/opening-eye-popping-possibilities-smallest-scales


香港大学化学者、分子リングの「隠れた長さ」を操作し、
超強靭で応答性の高いスマート材料設計に成功

概要

香港大学の研究チームが、高分子の分子構造と材料特性の関係を解明し、超強靭で応
答性の高い「スマート材料」の設計に成功しました。彼らは分子リングを構造モデル
として使用し、材料の「隠れた長さ」と力への応答を関連付けました。この発見は、

ソフトロボットや組織工学など、特定の機能を持つ新世代材料の開発に貢献し、ウェ
アラブルエレクトロニクスにも重要な影響を与える可能性があります。

公開日 2026年06月12日  The University of Hong Kong (HKU)  香港



詳細

主要成果

香港大学の研究チームが、高分子の分子構造と材料特性の間の長年の謎を解き明かし、
その知見を応用して、非常に強靭でかつ外部刺激に高感度に応答する「スマート材料」
の設計に成功しました。このブレークスルーは、分子リング構造における「隠れた長
さ」という概念を操作することで、材料の力学的応答性を精密に制御することを可能に
します。

技術・臨床詳細

研究チームは、高分子の環状分子構造（分子リング）をモデルとして採用し、その「隠
れた長さ」（Hidden Length）が材料の巨視的な特性にどのように影響するかを解明し
ました。この「隠れた長さ」とは、分子鎖が絡み合ったり折りたたまれたりしている部
分のことで、外部からの力が加わると、この隠れた長さが展開され、材料はより多くの
エネルギーを吸収したり、形状を変化させたりします。研究では、分子リングの数や結
合状態を調整することで、材料が受ける力に対して、どの程度「隠れた長さ」が展開さ
れ、それによって材料がどれだけ強靭になるか、あるいはどれだけ応答性を高めるかを
予測・制御できることを示しました。この発見は、ソフトロボットや生体組織工学の分
野で、特定の力学的特性を持つ材料を「デザイン」する上での青写真を提供します。

背景・業界文脈

「スマート材料」は、外部からの刺激（熱、光、電気、力など）に応答してその形状や
特性を変化させる材料であり、医療、ロボット工学、ウェアラブルデバイスなど、多岐
にわたる分野で注目されています。しかし、これらの材料の性能を予測し、目的の機能
を発揮させる分子構造を設計することは、これまで非常に困難でした。特に、強靭さと
応答性を両立させることは、相反する特性であるため、大きな課題でした。香港大学の
この研究は、高分子科学における基礎的な理解を深めるとともに、複雑な機能を持つ材
料の「合理的な設計」への道を開くものです。これは、試行錯誤に依存していた従来の
材料開発アプローチから、より効率的でターゲットを絞ったアプローチへの転換を促し
ます。



今後の展望

この分子構造設計の原理は、新世代の機能性材料開発に革命をもたらす可能性がありま
す。ソフトロボットの分野では、より人間のように柔軟で、かつ強力な動作が可能なア
クチュエーターやセンシングデバイスの構築に貢献します。組織工学においては、生体
内の力学的環境に適応し、細胞の成長や分化を促進するような、より洗練された足場の
設計が可能になるでしょう。さらに、ウェアラブルエレクトロニクスや、自己修復材料
など、高度な機能が求められる分野での応用も期待されます。研究チームは、この発見
が将来的には、より持続可能で高性能な新素材の創出に繋がり、多様な社会課題の解決
に貢献することを目指しています。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1131924

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1131924


KAIST、導電性MOF材料「Ni₃(HITrip)₂」で積層型2D材料
の性能劣化課題を解決

概要

韓国科学技術院（KAIST）の研究チームが、積層型2D材料における性能劣化の長年の
課題を解決する新しい導電性MOF材料（Ni₃(HITrip)₂）を開発しました。この材料は、
多層構造でも単層の優れた電子的特性を保持し、層間相互作用を精密に制御すること

で電子がより自由に移動できる構造を実現しています。次世代電子デバイスや量子材
料の実用化を加速する重要なブレークスルーであり、半導体産業に大きな影響を与え
ることが期待されます。

公開日 2026年06月08日  Alpha Galileo (KAIST Press Release)  韓国



詳細

主要成果

韓国科学技術院（KAIST）の研究チームは、積層型二次元（2D）材料における性能劣化
という長年の課題を解決する画期的な導電性MOF（金属有機構造体）材料
「Ni₃(HITrip)₂」を開発しました。この新材料は、複数の層を重ねても単層材料が持つ優
れた電子的特性をほぼ完全に維持できるという、これまでにない特性を示します。

技術・臨床詳細

従来の積層型2D材料、例えばグラフェンやMoS2などでは、多層化すると層間相互作用
によって電子移動度が低下し、デバイス性能が著しく劣化するという問題がありまし
た。KAISTの研究チームは、導電性MOFであるNi₃(HITrip)₂を導入することで、この課題
を克服しました。Ni₃(HITrip)₂は、独自の分子構造により、積層された2D材料の層間に安
定した導電経路を形成し、電子が層間をより自由に移動できるようにします。これによ
り、多層構造であっても、電子が各層内で保持されることなく、全体として高い電気伝
導性を維持することが可能になりました。研究では、このNi₃(HITrip)₂が、従来の積層方
法と比較して、電子移動度を劇的に改善することを示しています。

背景・業界文脈

2D材料は、その優れた電気的、光学的、機械的特性から、次世代電子デバイス、センサ
ー、エネルギー貯蔵、量子コンピューティングなどの分野で大きな注目を集めていま
す。しかし、単層の2D材料は製造が困難であり、実用化には多層化が必要でした。とこ
ろが、多層化に伴う性能劣化が、その広範な応用を妨げる主要なボトルネックとなって
いました。今回のKAISTの発見は、このボトルネックを解消するものであり、高密度で
高性能な2D材料ベースの電子デバイスの実現を現実的なものにします。これは、微細加
工技術の限界に直面している半導体産業にとって、新たなブレークスルーとなる可能性
があります。



今後の展望

この新しい導電性MOF材料「Ni₃(HITrip)₂」は、次世代の半導体デバイス、特に柔軟なエ
レクトロニクス、透明エレクトロニクス、および量子ドットディスプレイやセンサーと
いった分野での応用が期待されます。層間相互作用を精密に制御するこのアプローチ
は、より複雑な多層構造を持つ機能性材料の設計にも新たな指針を与えるでしょう。
KAISTの研究チームは、この技術をさらに発展させ、産業応用への橋渡しを加速するこ
とで、2D材料の潜在能力を最大限に引き出し、電子産業の未来を形作ることを目指して
います。

元記事: https://www.alphagalileo.org/en-gb/Item-Display?ItemId=273808

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.alphagalileo.org/en-gb/Item-Display?ItemId=273808


Preprints.orgがAI/MLを活用した高エントロピー合金の積
層造形設計戦略の展望を発表

概要

Preprints.orgに公開された概要論文が、高エントロピー合金（HEA）粉末ブレンドおよ
びプレアロイ粉末を使用した高性能積層造形部品開発におけるAI設計戦略の展望を示
しました。過去20年間のHEA開発をAI、機械学習（ML）、深層学習の活用増加と結び

つけ、熱力学的パラメータ、原子サイズ、価電子濃度などの基本的設計原則と積層造
形部品の機械的特性との関連性を詳細に分析しています。AIとMLの活用が、時間とコ
ストのかかる試行錯誤プロセスを代替し、HEAの機械的特性を向上させるための重要

な方向性として強調されています。

公開日 2026年06月09日  Preprints.org  国際



詳細

主要成果

Preprints.orgに発表された概要論文は、人工知能（AI）と機械学習（ML）の戦略を統合
することで、高エントロピー合金（HEA）を用いた積層造形（AM）部品の設計と開発
を革新する可能性を強調しています。このレビューは、過去20年間のHEA開発を、AI、
ML、および深層学習の予測および発見戦略の増加と結びつけ、高性能なAM部品を効率
的に製造するための新しい道筋を示唆しています。

技術・臨床詳細

本論文では、HEAの基本的設計原則、具体的には熱力学的パラメータ、原子サイズ、価
電子濃度が、積層造形された部品の機械的特性にどのように影響するかを詳細に分析し
ています。従来のHEAのAM研究は、主に試行錯誤のアプローチに依存しており、時間
とコストがかかるものでした。このレビューは、AIとMLアルゴリズムが、実験的テス
トマトリックスや人工ニューラルネットワークマップを、既存のHEA関連データベース
から活用することで、材料の特性を予測し、設計プロセスを最適化できることを説明し
ています。これにより、特定の特性を持つHEAを効率的に設計し、AMプロセスでの歩
留まりと性能を向上させることが可能になります。

背景・業界文脈

高エントロピー合金は、その優れた機械的特性、高温安定性、耐食性などから、航空宇
宙、防衛、エネルギー、自動車といった要求の厳しい産業分野で注目されています。積
層造形技術は、複雑な形状の部品を効率的に製造できるため、HEAの応用範囲を広げる
上で重要です。しかし、HEAの組成空間が広大であるため、最適な合金組成とAMプロ
セスパラメータを特定することは極めて困難でした。AIとMLの導入は、この広大な設
計空間を効率的に探索し、従来の実験ベースのアプローチよりもはるかに迅速に高性能
材料を発見するための強力なツールを提供します。これは、材料科学における「材料の
発見、設計、認証（MDDC）」のパラダイムを加速するものです。



今後の展望

AI駆動型設計戦略は、HEAの積層造形だけでなく、他の先進材料の開発にも大きな影響
を与える可能性があります。研究チームは、AIとMLの活用が、材料の高性能化、製造
コストの削減、および市場投入までの期間短縮に不可欠であると結論付けています。今
後は、より高度なAIモデルの開発、HEAデータベースの拡充、およびシミュレーション
と実験データの統合を進めることで、AIが自律的に材料を設計し、製造する「クローズ
ドループシステム」の実現が期待されます。これにより、新しい材料の発見と実用化の
プロセスが劇的に加速し、産業界に新たな価値をもたらすでしょう。

元記事: https://www.preprints.org/manuscript/202606.0714

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.preprints.org/manuscript/202606.0714


East Texas A&M大学、25万ドル助成金で自己修復・カー
ボンネガティブな持続可能ジオポリマーコンクリート開発
を支援

概要

East Texas A&M Universityの教授が、25万ドルの研究助成金を受け、自己修復機能を

備えた持続可能なジオポリマーコンクリートの開発を支援しています。この「バイオ
強化カーボンネガティブジオポリマーコンクリート」は、ナノコーティングされたカ
ーボンナノファイバーを組み込み、より強く、長寿命で、低炭素のコンクリートを実

現することを目標としています。建設業界の環境負荷低減と耐久性向上に貢献する画
期的な材料として期待されます。

公開日 2026年06月04日  East Texas A&M University News  アメリカ



詳細

主要成果

East Texas A&M University（ETAMU）の教授は、25万ドルの研究助成金を得て、自己修
復機能を備え、かつ持続可能な「バイオ強化カーボンネガティブジオポリマーコンクリ
ート」の開発に貢献しています。この革新的なコンクリートは、耐久性を向上させると
同時に、従来のセメント製造に伴う大量の炭素排出を削減することを目指しています。

技術・臨床詳細

このプロジェクトの核心は、ナノコーティングされたカーボンナノファイバー（CNF）
をジオポリマーコンクリートマトリックスに組み込むことです。ジオポリマーコンクリ
ートは、セメントの代わりに産業廃棄物や副産物（フライアッシュや高炉スラグなど）
を原料とし、硬化プロセスでCO2排出量を大幅に削減できる環境に優しい材料です。
CNFのナノコーティングにより、コンクリートの微細なひび割れを自律的に修復する機
能が導入され、材料の寿命と構造的完全性が向上します。また、CNFの組み込みは、コ
ンクリートの機械的強度を高めるだけでなく、材料自体の炭素排出量を正味ゼロ以下に
する「カーボンネガティブ」特性を実現するための重要な要素となります。

背景・業界文脈

建設業界は、世界のCO2排出量のかなりの部分を占めており、特にセメント製造は主要
な排出源の一つです。持続可能な建設材料への需要が高まる中、ジオポリマーコンクリ
ートは promising な代替品として注目されてきました。しかし、その性能をさらに向上
させ、自己修復能力を付与することは、大規模なインフラプロジェクトでの採用を促進
する上で不可欠です。本研究は、コンクリートの耐久性を向上させ、ライフサイクルコ
ストを削減するとともに、気候変動対策に直接貢献するという点で、建設業界に大きな
影響を与えるものです。ナノテクノロジーと材料科学の融合が、環境課題を解決する鍵
となります。



今後の展望

この自己修復・カーボンネガティブジオポリマーコンクリートの開発は、建設業界の未
来を再定義する可能性を秘めています。今後、研究チームは、この材料の長期的な性
能、耐久性、および大規模生産への適合性を評価するためのさらなる研究を進めるでし
ょう。特に、異なる環境条件下での自己修復メカニズムの効率性や、コスト効率の良い
製造方法の確立が焦点となります。この技術が商業化されれば、道路、橋、建物などの
インフラ建設において、より環境に優しく、メンテナンスフリーに近い持続可能なソリ
ューションを提供し、世界の建設プラクティスにパラダイムシフトをもたらすことが期
待されます。

元記事: https://www.etamu.edu/news/etamu-professor-helps-develop-sustainable-self-healing-

concrete-through-250k-research-grant/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.etamu.edu/news/etamu-professor-helps-develop-sustainable-self-healing-concrete-through-250k-research-grant/
https://www.etamu.edu/news/etamu-professor-helps-develop-sustainable-self-healing-concrete-through-250k-research-grant/


米国DOEがAIとデータセットで材料開発を加速するフレー
ムワークを発表、市場投入期間を数十年から数ヶ月へ短縮
へ

概要

米国エネルギー省（DOE）は、AIと大規模なデータセットを融合し、材料の発見、設

計、認定プロセスを劇的に加速させる新しいフレームワークを発表しました。この
「物理学を意識したAIフレームワーク」は、材料開発の市場投入までの期間を数十年
から数ヶ月に短縮することを目指しています。バッテリー、エネルギーシステム、構

造材料、機能性材料などの重要技術開発に革命をもたらし、米国の競争力を強化する
ものです。

公開日 2026年06月04日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、人工知能（AI）と大規模なデータセットの融合を
Materials Discovery, Design, and Certification (MDDC) のワークフローに厳密に統合す
る、革新的なフレームワークを発表しました。この取り組みは、材料開発における市場
投入までの期間を劇的に短縮し、数十年単位からわずか数ヶ月単位へと短縮することを
目標としています。これにより、先進エネルギー技術や産業技術の迅速な展開が可能と
なり、米国の競争力強化に貢献します。

技術・臨床詳細

この「物理学を意識したAIフレームワーク」は、予測、合成、特性評価、分析という材
料開発の各段階を反復的に組み合わせることで機能します。AIモデルは、材料の物理的
法則に基づいて構築され、大規模なデータセットから学習することで、新しい材料の特
性を正確に予測します。そして、迅速な合成ツールで提案された材料を製造し、高度な
特性評価技術でその性能を測定、AIがその結果を分析してモデルをさらに改善するとい
う閉ループ学習システムを形成します。DOEは、このプロセスを加速するために、X線
光源、中性子散乱施設、ナノスケール科学研究センター、材料データベース、エクサス
ケールコンピュータといった世界最先端の実験・計算能力を材料研究に投入していま
す。

背景・業界文脈

新たな材料の発見と開発は、歴史的に見て非常に時間がかかり、コストもかかるプロセ
スでした。特に、次世代のバッテリー、高効率なエネルギーシステム、高性能な構造材
料、革新的な機能性材料といった分野では、従来の試行錯誤型のアプローチでは、現代
の急速な技術革新の要求に応えることが困難になっています。AIとデータ科学の進展
は、この状況を変える転換点として認識されており、材料科学の研究者が膨大な可能性
の中から最適な材料を効率的に特定し、開発できるよう支援します。DOEのこの戦略
は、米国がクリーンエネルギーと産業技術のフロンティアでリーダーシップを維持する
ための国家的な取り組みの一環です。



今後の展望

このAI駆動型材料設計フレームワークの導入は、多岐にわたる分野で大きな影響を与え
るでしょう。エネルギー貯蔵（例：より高密度で安全なバッテリー）、エネルギー変換
（例：効率的な太陽電池や熱電材料）、防衛（例：軽量で超強靭な構造材料）、電子デ
バイス（例：次世代半導体）など、様々な重要技術の開発期間が劇的に短縮されること
が期待されます。将来的には、AIが自律的に材料を設計し、製造し、テストする「マテ
リアルズ・ファウンドリー」のようなシステムが実現し、新しい材料のイノベーション
がさらに加速される可能性があります。これは、材料科学とエンジニアリングの未来を
根本的に再構築するものです。

元記事: https://www.energy.gov/undersecretaryforscience/genesis-mission/designing-materials-

predictable-functionality

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/undersecretaryforscience/genesis-mission/designing-materials-predictable-functionality
https://www.energy.gov/undersecretaryforscience/genesis-mission/designing-materials-predictable-functionality


MIT、硬岩からのリチウム抽出で低温・リサイクル可能な
新化学プロセスを開発

概要

MITの研究者らが、リチウムを硬岩から抽出するための低温でリサイクル可能な新し
い化学プロセスを開発しています。このプロセスは、ガラスエッチング化合物と同様
の化学反応を利用し、エネルギーと水集約的な現行の抽出方法に代わる環境負荷の低

い選択肢を提供します。この早期開発段階の技術がスケールアップすれば、リチウム
供給源の多様化と環境コスト削減に大きく貢献する可能性があります。

公開日 2026年06月05日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者チームは、硬岩（スポデューメンなどの鉱
石）からリチウムを抽出するための、低温でリサイクル可能な革新的な化学プロセスを
開発しました。この新しい方法は、既存のエネルギーと水集約的な抽出技術に代わる、
環境負荷の低い持続可能な代替手段を提供することを目指しています。

技術・臨床詳細

このプロセスは、ガラスエッチング化合物に用いられるものと類似した特定の化学反応
を利用しています。既存のリチウム抽出法は、通常、鉱石を1,000℃以上の高温で焙焼
し、その後に水洗を行うため、大量のエネルギーと水を消費し、環境への影響が大きい
という課題がありました。MITの新しいアプローチは、より穏やかな低温条件下で化学
反応を進行させることで、エネルギー消費を大幅に削減します。さらに、使用される化
学物質の一部がプロセス内で再生・再利用されるように設計されており、廃棄物と化学
物質の使用量を最小限に抑えます。この技術はまだ早期開発段階にありますが、実験室
レベルでは有望な結果を示しており、高純度のリチウムを効率的に分離できる可能性が
示されています。

背景・業界文脈

リチウムは、電気自動車（EV）バッテリーや再生可能エネルギー貯蔵システムに不可欠
な「白い金」として、その需要が世界的に急増しています。現在のリチウム生産は、主
に硬岩からの抽出と塩湖からの抽出の2つの主要な方法に依存していますが、いずれも
環境に大きな影響を与えます。特に硬岩からの抽出は、大規模な土地利用、水消費、お
よびCO2排出に関連する課題を抱えています。MITのこの技術は、これらの環境的フッ
トプリントを削減することで、持続可能なリチウム供給を確保するための世界的な努力
と強く連携しています。リチウムの供給不足と環境への懸念が高まる中で、この種の革
新は、将来のクリーンエネルギー経済を支える上で極めて重要です。



今後の展望

この低温でリサイクル可能なリチウム抽出技術は、将来のリチウム供給源の多様化と環
境コストの削減に大きな影響を与える可能性があります。研究チームは、この技術をラ
ボスケールからパイロットスケールへとスケールアップし、商業的実行可能性を実証す
ることを目指しています。成功すれば、既存のリチウム生産施設における環境負荷を軽
減し、新たな採掘プロジェクトの持続可能性を高めることができるでしょう。長期的に
は、この技術がリチウムイオンバッテリーのコスト削減と供給安定化に貢献し、電気自
動車や再生可能エネルギー技術のさらなる普及を後押しすることが期待されます。

元記事: https://dmse.mit.edu/news/rethinking-how-lithium-is-extracted-from-hard-rock/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dmse.mit.edu/news/rethinking-how-lithium-is-extracted-from-hard-rock/


IAEA、次世代ヘルスケア製品向けスマート生体材料開発
を促進する新プロジェクトを始動

概要

国際原子力機関（IAEA）は、次世代ヘルスケア製品向けスマート生体材料の開発を加
速するための新プロジェクトを立ち上げました。このプロジェクトは、多機能性、ス
マート性、高性能な生体材料の設計に焦点を当て、医療機器、インプラント、組織工

学、診断技術などへの応用を目指します。放射線技術を活用して材料特性を精密に制
御することで、臨床応用への橋渡しを促進し、より安全で効果的な治療法の開発に貢
献することが期待されます。

公開日 2026年06月10日  International Atomic Energy Agency (IAEA)  国際



詳細

主要成果

国際原子力機関（IAEA）は、次世代ヘルスケア製品に向けたスマート生体材料の開発を
促進するための新しい研究プロジェクトを始動しました。このプロジェクトは、統合さ
れたセンシング、信号伝達、応答機能を持つ多機能かつ高性能な生体材料および医療機
器の設計に焦点を当てており、医療分野におけるイノベーションを加速することを目的
としています。

技術・臨床詳細

本プロジェクトは、放射線技術を応用して生体材料の特性を精密に制御することに重点
を置いています。放射線（電子ビーム、ガンマ線、イオンビームなど）を用いること
で、材料の架橋、分解、機械的強度、表面特性、および生物学的相互作用（細胞接着、
生体適合性など）を微細に調整することが可能です。これにより、医療機器、インプラ
ント、組織工学用足場、ドラッグデリバリーシステム、および高度な診断技術など、幅
広いヘルスケア製品向けにカスタマイズされた材料を開発します。例えば、生体内で特
定の刺激に応答して薬物を放出するスマートインプラントや、組織再生を促進する生体
適合性の高い足場材料などが研究対象となります。この技術は、従来の材料では難しか
った複雑な機能性を生体材料に付与することを可能にします。

背景・業界文脈

現代の医療は、よりパーソナライズされ、効率的で、低侵襲な治療法を求めています。
これには、生体と相互作用し、特定の機能を発揮するスマート生体材料の進化が不可欠
です。しかし、これらの材料の開発は、高い安全性要件と複雑な設計課題を伴います。
IAEAがこのプロジェクトを立ち上げた背景には、放射線技術が生体材料の改質において
ユニークな利点を持つという認識があります。特に、滅菌、表面改質、およびバルク特
性の精密制御を一度に行える能力は、医療応用にとって非常に魅力的です。この国際的
な協力は、各国間の研究開発能力を向上させ、標準化されたプロトコルの確立を支援す
ることで、グローバルな医療課題への対応を加速します。



今後の展望

このIAEAプロジェクトは、スマート生体材料の基礎研究から臨床応用への橋渡しを促進
することを目的としています。将来的には、より高度な機能を持つインプラント、ウェ
アラブル診断デバイス、組織再生医療製品、および癌治療や神経疾患治療のための革新
的な治療法が生まれる可能性があります。特に、放射線技術による材料の精密設計は、
材料の生体安全性と有効性を高める上で重要な役割を果たすでしょう。IAEAは、加盟国
間の知識共有と協力体制を強化することで、これらの技術が世界中で患者の利益に貢献
できるよう、持続的なイノベーションを推進していきます。

元記事: https://www.iaea.org/newscenter/news/iaea-launches-project-on-smart-biomaterials-for-next-

generation-health-care-products

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iaea.org/newscenter/news/iaea-launches-project-on-smart-biomaterials-for-next-generation-health-care-products
https://www.iaea.org/newscenter/news/iaea-launches-project-on-smart-biomaterials-for-next-generation-health-care-products


#17 科学者、ナノスケールで熱伝達の常識を覆す金メタマ
テリアルで最大4倍の熱強化を実現

概要

科学者が、ナノスケールの金メタマテリアルを用いて、微小なギャップを横切る熱伝
達を最大4倍に強化することに成功しました。これは従来のシステムを大幅に上回る画
期的な成果です。この発見は、チップ冷却の改善、エネルギー技術の効率化、そして

精密な熱工学における新時代を切り開く可能性を秘めています。研究では、特定の金
パターン構造が熱伝達量を劇的に増加させることが実証されました。

公開日 2026年06月06日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、ナノスケールの金メタマテリアルを利用することで、微小なギャップを
介した熱伝達を驚くべきことに最大4倍に強化することに成功しました。これは、従来
の熱伝達システムの限界を大幅に突破する画期的な成果であり、ナノスケールにおける
熱挙動の新たな理解を示唆しています。この発見は、熱管理とエネルギー効率の分野に
革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この研究では、ナノメートルスケールの特定のパターンを持つ金構造、すなわちメタマ
テリアルが設計・合成されました。これらの微細な金構造は、熱伝達において量子力学
的な効果を利用し、熱が通常「破られる」と考えられていた微小なギャップを効率的に
横断することを可能にします。従来の古典的な熱伝導の法則では説明できない現象であ
り、フォノンのトンネル効果や近接場放射といったナノスケール特有のメカニズムが関
与していると考えられています。実験結果は、最適化された金パターン構造が、同様の
条件下での熱伝達量を劇的に増加させることを明確に示しており、これによりチップ冷
却などの高密度熱流が必要なアプリケーションで前例のない効率が実現できます。

背景・業界文脈

現代の電子機器、特に高性能コンピューティングチップは、発熱量の増大という深刻な
課題に直面しています。過剰な熱は、デバイスの性能低下や寿命短縮に直結するため、
効率的な熱管理はイノベーションの鍵となります。また、エネルギー変換システムにお
いても、熱の効率的な利用や制御は、全体的な効率を向上させる上で不可欠です。ナノ
スケールでの熱伝達の常識を覆す今回の発見は、これらの分野における長年の課題を解
決する可能性を秘めています。これは、材料科学と物理学の基礎的な理解を深めると同
時に、実用的な応用への迅速な道を開くものです。



今後の展望

この金メタマテリアルを用いた熱伝達強化技術は、多岐にわたる応用が期待されます。
最も直接的なのは、次世代マイクロプロセッサーやGPUの冷却効率の劇的な向上であ
り、これによりデバイスの小型化と高性能化がさらに進むでしょう。また、熱電変換デ
バイスの効率向上、精密な温度制御が求められるマイクロエレクトロニクスやセンサー
技術、さらには航空宇宙分野での熱管理システムにも応用可能です。研究チームは、こ
の基礎的な発見をさらに発展させ、より多様な材料システムでの熱伝達制御を探求し、
エネルギー効率の高い社会の実現に貢献することを目指しています。これは、ナノスケ
ール熱工学の新時代を切り開くものとして位置づけられます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260606075511.htm

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260606075511.htm


#18 MIT研究者、CO2注入セメントの硬化過程を初可視
化、CO2貯蔵コンクリートの基礎化学を解明

概要

MITの研究者らが、CO2を注入したセメントペーストが固まる際の化学反応のシーケン
スを初めて直接可視化することに成功しました。ラマン共焦点顕微鏡を用いて、CO2

が新鮮なセメントペーストと出会った後に展開する化学的変化をリアルタイムで観

察。この発見は、CO2を貯蔵しつつ強度向上を図るCO2注入コンクリートの基礎化学
理解に大きく貢献し、持続可能な建設材料の開発を加速します。

公開日 2026年06月11日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者チームは、二酸化炭素（CO2）を注入した
セメントペーストが硬化する際の複雑な化学反応シーケンスを、世界で初めて直接可視
化することに成功しました。この画期的な観察は、CO2を貯蔵しながらコンクリートの
強度を向上させるという、CO2注入コンクリート技術の基礎化学を深く理解するための
重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

研究チームは、ラマン共焦点顕微鏡という高度な分光分析技術を駆使し、CO2が新鮮な
セメントペーストと接触した後に起こる化学的変化をリアルタイムかつ高解像度で観察
しました。これにより、CO2がセメント中の水酸化カルシウム（Ca(OH)2）と反応して
炭酸カルシウム（CaCO3）を生成する過程（炭酸化反応）や、その他の水和生成物の形
成、さらにはセメントマトリックス全体の構造変化を分子レベルで追跡することが可能
になりました。この直接的な可視化によって、炭酸化反応がセメントの硬化プロセスと
強度発現にどのように寄与しているか、また、CO2がセメントの微細構造にどのように
組み込まれているかの詳細なメカニズムが明らかになりました。これにより、CO2注入
コンクリートの性能を予測し、最適化するための新たな知見が得られます。

背景・業界文脈

コンクリートは世界で最も広く使用されている建設材料ですが、その主成分であるセメ
ントの製造は、世界のCO2排出量の約8%を占める主要な排出源の一つです。気候変動へ
の対策として、CO2排出量削減が急務となる中、CO2を建設材料に貯蔵する「CO2注入
コンクリート」技術は、その有効な解決策として注目されています。しかし、この技術
を最大限に活用するためには、CO2がセメントの特性にどのように影響するか、その基
礎的な化学的・物理的メカニズムの理解が不可欠でした。今回のMITの研究は、この基
礎的な理解を深め、CO2注入コンクリートの実用化と普及を加速させる上で、極めて重
要な意味を持ちます。



今後の展望

この研究成果は、持続可能な建設材料の開発に大きな影響を与えるでしょう。CO2注入
コンクリートの設計者は、得られた知見を基に、より効率的にCO2を貯蔵し、同時にコ
ンクリートの強度や耐久性を向上させるための配合やプロセスを最適化できるようにな
ります。将来的には、CO2排出量実質ゼロ、あるいはカーボンネガティブなコンクリー
トの実現に向けた技術革新が加速し、建設業界全体の環境フットプリントを大幅に削減
することが期待されます。また、このリアルタイム可視化技術は、他の材料科学分野に
おける化学反応や材料変質の研究にも応用され、新たな材料発見への道を開く可能性が
あります。

元記事: https://news.mit.edu/2026/carbon-dioxide-rewires-how-cement-sets-0611

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/carbon-dioxide-rewires-how-cement-sets-0611


#19 NIST、金属積層造形でレーザー撹拌法を開発、高性
能高エントロピー合金の生産を可能に

概要

米国国立標準技術研究所（NIST）の研究者が、金属積層造形（AM）におけるレーザー
撹拌法を開発し、複数の金属元素の均一な混合を可能にしました。この技術は、高エ
ントロピー合金（HEA）など、これまで製造が困難だった複雑な合金の生産を可能に

します。ソフトウェアベースのアプローチで既存のPBF-LB AM装置への実装も期待さ
れ、航空宇宙や原子力システム向けの高性能HEA開発を加速させ、産業に大きな影響
を与えるでしょう。

公開日 2026年06月09日  NIST  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立標準技術研究所（NIST）の研究チームは、金属積層造形（AM）プロセス中に
溶融金属を積極的に混合する新しいレーザーベースの技術を開発しました。この画期的
な「レーザー撹拌法」により、これまで製造が困難であった複雑な合金、特に高エント
ロピー合金（HEA）の生産が可能になります。これは、高性能材料の開発と製造におけ
る長年の課題を解決するものです。

技術・臨床詳細

従来の金属積層造形技術、特に粉末床溶融結合（PBF-LB）方式では、複数の金属元素を
均一に混合することが課題でした。これは、異なる金属の融点や熱伝導率の違いから、
溶融池内で元素が偏析しやすく、最終製品の材料特性にばらつきが生じるためです。
NISTが開発したレーザー撹拌法は、レーザーの照射パターンと出力、スキャン速度など
を精密に制御することで、溶融池内部に渦流を発生させ、金属元素を原子レベルで均一
に混合します。このソフトウェアベースのアプローチは、既存のPBF-LB AM装置に比較
的容易に実装できる可能性があり、広範な産業での適用が期待されます。特に、高エン
トロピー合金のように複数の主要元素がほぼ等量で含まれる材料の場合、均一混合は材
料の安定性と性能を確保するために不可欠です。

背景・業界文脈

高エントロピー合金は、その優れた機械的特性、高温耐性、耐食性などから、航空宇宙
推進システム、原子力エネルギーシステム、防衛といった極めて要求の厳しい分野で次
世代材料として注目されています。しかし、その製造の複雑さが、実用化の大きな障壁
となっていました。NISTのこの技術は、HEAの製造における主要なボトルネックの一つ
である均一性問題を解決し、これらの先進合金をより効率的かつ信頼性高く生産するた
めの道を開きます。これにより、高性能部品の設計と製造における新たな可能性が広が
り、米国における先進製造業の競争力強化に貢献します。



今後の展望

このレーザー撹拌法は、高性能HEAの開発と量産を加速させ、航空宇宙や原子力分野に
おける部品の性能、耐久性、安全性を大幅に向上させるでしょう。例えば、ジェットエ
ンジンのブレードや原子力炉の構造部品など、極限環境下で強度を維持する必要がある
部品の製造に特に有用です。NISTの研究チームは、この技術をさらに最適化し、異なる
合金システムへの適用範囲を広げることを目指しています。将来的には、AIと機械学習
と組み合わせることで、さらに複雑な合金の設計と製造プロセスを自律的に最適化する
「マテリアルズ・ファウンドリー」の実現にも貢献する可能性があります。

元記事: https://www.nist.gov/news-events/news/2026/06/nist-researchers-discover-new-way-whisk-

alloys-together-lasers

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nist.gov/news-events/news/2026/06/nist-researchers-discover-new-way-whisk-alloys-together-lasers
https://www.nist.gov/news-events/news/2026/06/nist-researchers-discover-new-way-whisk-alloys-together-lasers


#20 層状デュアルフェーズ高エントロピー合金の引張ひず
み下での微細構造と熱伝導率変化に関する研究、産業応用
への可能性を探る

概要

本研究は、層状デュアルフェーズ高エントロピー合金（HEA）における引張ひずみ下

での微細構造とフォノン熱伝導率の変化に焦点を当てています。特に、Al0.7CoCrFeNi

のような共晶HEAの機械的特性と熱安定性を理解することを目的としています。最近
の研究では、共晶HEAが高い強度と高い延性を同時に持つことが示されており、航空

宇宙、エネルギー、自動車産業などの要求の厳しい環境での高性能材料として、その
産業応用への可能性を探っています。

公開日 2026年06月07日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

ResearchGateに公開された研究は、層状デュアルフェーズ高エントロピー合金（HEA）
が引張ひずみを受けた際の微細構造とフォノン熱伝導率の変化を詳細に調査していま
す。この研究は、特にAl0.7CoCrFeNiのような共晶HEAが示す優れた機械的特性と熱安定
性を理解することを目的としており、これらの材料が高強度と高延性の両方を同時に達
成できるという最近の発見をさらに深めるものです。

技術・臨床詳細

層状デュアルフェーズHEAは、その微細構造内に複数の結晶相が交互に配置されてお
り、これが独特の機械的および熱的特性を付与します。本研究では、引張応力下で材料
がどのように変形し、その内部の相界面や結晶格子がフォノン（熱を伝える量子粒子）
の挙動にどのような影響を与えるかを、実験および計算手法を用いて分析しました。
Al0.7CoCrFeNiなどの共晶HEAは、微細な層状組織を持つことで、粒界滑りや相変態を抑
制し、高い降伏強度と破断点伸びを両立させることが可能です。フォノン熱伝導率の変
化は、材料の熱伝導効率が応力状態によってどのように調整されるかを示唆しており、
これは高温環境下での材料設計において重要な要素となります。

背景・業界文脈

高エントロピー合金は、複数の主要元素を等モル比または近等モル比で含むことで、従
来の合金にはない優れた特性（例えば、高温強度、耐食性、耐放射線性）を示す次世代
の構造材料として大きな注目を集めています。特に、高い強度と延性を両立する共晶
HEAの発見は、航空宇宙産業、エネルギー分野（例えば、原子力発電所やガスタービ
ン）、および自動車産業といった、極めて過酷な環境下での使用が求められる高性能材
料のニーズに応えるものです。しかし、これらの材料の複雑な微細構造と、それに起因
する機械的および熱的特性の関係を完全に理解することは、実用化に向けた重要な課題
でした。本研究は、その理解を深めることで、より予測可能で信頼性の高いHEAの設計
を可能にします。



今後の展望

この研究成果は、層状デュアルフェーズHEAの産業応用への道を拓くものです。特に、
熱伝導率が機械的負荷によって変化する特性は、スマートな熱管理システムや、自己診
断機能を持つ構造材料の開発にインスピレーションを与える可能性があります。研究チ
ームは今後、さらに広範な温度範囲や負荷条件下でのHEAの挙動を調査し、疲労特性や
クリープ特性などの長期的な耐久性評価を進めるでしょう。これにより、航空機エンジ
ン部品、原子力発電所のコンポーネント、極限環境センサーなど、幅広い高性能アプリ
ケーションにおけるHEAの最適化と実用化が加速されることが期待されます。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/406119861_Changes_in_microstructure_and_phonon_thermal_condu

phase_high-entropy_alloy_under_tensile_strain

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/406119861_Changes_in_microstructure_and_phonon_thermal_conductivity_in_a_lamellar_dual-phase_high-entropy_alloy_under_tensile_strain
https://www.researchgate.net/publication/406119861_Changes_in_microstructure_and_phonon_thermal_conductivity_in_a_lamellar_dual-phase_high-entropy_alloy_under_tensile_strain


#21 テキサスA&M大学発「スマートプラスチック」、皮
膚のように自己修復し鋼より強く、航空宇宙・防衛産業に
革命の可能性

概要

テキサスA&M大学の研究により、皮膚のように自己修復し、熱によって形状変化し、

鋼よりも強い特性を持つ炭素繊維強化プラスチック複合材料が開発されました。この
「スマートプラスチック」は、自己修復、形状記憶、および高強度という複数の機能
性材料の特性を兼ね備えています。航空宇宙、防衛、商業産業に革命をもたらし、製

品の寿命延長と安全性の向上に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月06日  Reddit  アメリカ



詳細

主要成果

テキサスA&M大学の研究チームが、皮膚のように損傷を自律的に修復し、熱を加える
ことで形状を変化させ、さらに従来の鋼材を上回る強度を持つ、革新的な炭素繊維強化
プラスチック複合材料を開発しました。この「スマートプラスチック」は、単一の材料
に複数の高度な機能性を統合することに成功し、航空宇宙、防衛、および広範な商業産
業に革命的な影響を与える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この新開発複合材料は、炭素繊維が特殊な高分子マトリックスに組み込まれることで、
その卓越した特性を発揮します。自己修復機能は、材料内部に分散されたマイクロカプ
セル化された治癒剤や、可逆的な共有結合・非共有結合といった動的な化学結合メカニ
ズムによって実現されます。損傷が発生すると、これらの治癒メカニズムが活性化さ
れ、亀裂や微細な欠陥を自律的に修復します。形状変化機能（形状記憶）は、材料を特
定の温度に加熱することで、事前にプログラムされた元の形状に戻る能力に基づいてい
ます。さらに、炭素繊維の補強とマトリックス材料の最適化により、この複合材料は、
同重量の鋼よりも高い比強度と剛性を達成しています。これにより、軽量化と同時に構
造的完全性が確保されます。

背景・業界文脈

航空宇宙や防衛分野では、材料の軽量化と高強度化、そして損傷への耐性が常に最優先
事項です。宇宙船や航空機の構造部品は、小さな衝撃や疲労亀裂でも致命的な損傷につ
ながる可能性があり、高額な修理や交換が必要となります。自己修復材料は、これらの
課題を解決し、部品の運用寿命を延長し、メンテナンスコストを削減するための鍵とな
ります。また、形状記憶機能は、展開可能な構造物や適応型翼、スマートな保護具な
ど、多様な応用を可能にします。このスマートプラスチックの登場は、高機能材料の分
野における大きなブレークスルーであり、従来の材料の限界を超える新たなデザインと
機能性を実現するものです。



今後の展望

この自己修復・形状変化・高強度を兼ね備えたスマートプラスチックは、多岐にわたる
産業での実用化が期待されています。航空宇宙産業では、より安全で長寿命な航空機や
宇宙船の製造に貢献し、防衛分野では、次世代の保護具や車両、構造物の開発に利用さ
れるでしょう。商業産業では、自動車の軽量化、家電製品の耐久性向上、スマートデバ
イスへの統合など、広範な応用が見込まれます。研究チームは、この技術のさらなるス
ケールアップとコスト効率の改善に注力し、市場への早期導入を目指しています。これ
により、製品の持続可能性と安全性が向上し、新しい材料技術が社会にもたらす価値が
最大化されるでしょう。

元記事:

https://www.reddit.com/r/environment/comments/1tyfwo9/breakthrough_smart_plastic_selfhealing/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.reddit.com/r/environment/comments/1tyfwo9/breakthrough_smart_plastic_selfhealing/


#22 Solidion、リチウム金属電池の主要課題解決へ向けた
特許取得済みアノード保護プラットフォームを発表

概要

Solidion Technology Inc.が、リチウム金属電池開発における長年の技術的障壁に対処す
るための、特許取得済みアノード保護プラットフォームを発表しました。このプラッ
トフォームは、電解質とリチウム金属の望ましくない反応、リチウムデンドライトの

形成、リチウム金属層と固体電解質間のギャップという3つの主要な課題を解決しま
す。衛星、AIデータセンター、電気自動車、ドローンなど、高性能バッテリーが求め
られる多様な分野への応用を目指しています。

公開日 2026年06月05日  Investing.com  アメリカ



詳細

主要成果

Solidion Technology Inc.は、リチウム金属電池（LMB）の商業化を阻んできた主要な技
術的課題を解決する、特許取得済みのアノード保護プラットフォームを発表しました。
この革新的なプラットフォームは、LMBの安全性とサイクル寿命を大幅に向上させ、次
世代バッテリー技術の実現を加速します。

技術・臨床詳細

Solidionが開発したアノード保護プラットフォームは、LMBが直面する3つの主要な課題
を根本的に解決するように設計されています。第一に、電解質とリチウム金属の間の望
ましくない副反応を抑制し、固体電解質界面（SEI）の安定性を向上させます。これに
より、リチウム消費が最小限に抑えられ、バッテリーの効率が向上します。第二に、充
電・放電サイクル中に発生するリチウムデンドライト（樹枝状結晶）の成長を効果的に
阻止します。デンドライトは内部短絡を引き起こし、バッテリーの安全性と寿命を著し
く損なう主要因でした。第三に、リチウム金属層と固体電解質間の界面における物理的
なギャップの形成を防ぎます。これらのギャップは抵抗を増加させ、性能劣化につなが
ります。プラットフォームは、これらの問題を界面工学と材料選択の最適化によって克
服します。これにより、LMBはより高いエネルギー密度、より長いサイクル寿命、そし
て向上した安全性を実現します。

背景・業界文脈

リチウム金属電池は、既存のリチウムイオン電池に比べて理論的に約10倍のエネルギー
密度を持つため、「究極の次世代バッテリー」として期待されてきました。しかし、上
記のような技術的課題が長年にわたり実用化の障壁となっていました。Solidionのアノ
ード保護プラットフォームの発表は、これらの障壁を乗り越える重要なブレークスルー
であり、電気自動車（EV）、ポータブル電子機器、ドローン、衛星、そしてAIデータセ
ンターなどの高性能計算用途において、バッテリー技術の新たなフロンティアを開くも
のです。この進展は、クリーンエネルギーへの移行と、より高性能な電子デバイスの普
及を加速する上で極めて重要です。



今後の展望

Solidionのこの技術革新は、バッテリー業界全体に大きな影響を与えるでしょう。同社
は、この特許取得済みプラットフォームを、EVメーカー、航空宇宙企業、防衛産業な
ど、高性能バッテリーを必要とする幅広い顧客に提供することを目指しています。今
後、この技術のさらなるスケールアップとコスト効率の改善が進められ、大量生産への
道が開かれることが期待されます。リチウム金属電池の安全性と性能が向上すれば、電
気自動車の航続距離の延長、充電時間の短縮、そしてドローンの飛行時間の延長など、
様々なアプリケーションで画期的な改善が実現し、新しい市場機会を創出する可能性を
秘めています。

元記事: https://www.investing.com/news/company-news/solidion-announces-lithium-metal-battery-

technology-breakthrough-93CH-4728124

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.investing.com/news/company-news/solidion-announces-lithium-metal-battery-technology-breakthrough-93CH-4728124
https://www.investing.com/news/company-news/solidion-announces-lithium-metal-battery-technology-breakthrough-93CH-4728124


#23 米国DOE、次世代バッテリーの材料革新を強調：固体
電解質で安全性・エネルギー貯蔵能力・コストを改善

概要

米国エネルギー省（DOE）は、次世代バッテリー、特に固体電池の利点について強調
しています。固体電解質を使用することで、液漏れのリスクが低減され安全性が向上
し、より多くのエネルギーを貯蔵できる可能性があります。また、重要な材料の使用

を削減または排除する新しい材料の使用を通じて、性能向上、安全性、コスト削減を
目指しています。これは、電気自動車や再生可能エネルギー貯蔵の未来を形作る上で
極めて重要です。

公開日 2026年06月04日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、次世代バッテリー、特に固体電池技術がもたらす変革的
な可能性を強調しました。固体電解質の使用は、従来の液体電解質バッテリーと比較し
て、安全性の大幅な向上、エネルギー貯蔵能力の増大、および製造コストの削減という
複数の利点を提供します。この革新は、電気自動車（EV）や再生可能エネルギー貯蔵シ
ステムの未来を形作る上で極めて重要です。

技術・臨床詳細

固体電池は、液体またはゲル状の電解質を固体材料に置き換えることで機能します。こ
の固体電解質は、液漏れや引火のリスクを根本的に排除し、バッテリーの安全性を劇的
に向上させます。また、固体電解質は、リチウム金属アノードなど、よりエネルギー密
度の高い電極材料との互換性が高く、これによりバッテリーがより多くのエネルギーを
同じ体積または重量で貯蔵できるようになります。DOEは、ニッケルやコバルトといっ
た資源制約のある重要材料の使用を削減または完全に排除する新しい材料システムの開
発に注力しています。例えば、硫化物系、酸化物系、ポリマー系の固体電解質が研究さ
れており、それぞれが異なる性能と製造特性を持っています。これらの材料革新は、バ
ッテリーの寿命、充電速度、および低温性能も向上させることが期待されます。

背景・業界文脈

今日のバッテリー市場は、電気自動車の普及と再生可能エネルギー網への統合により、
高性能かつ安全な貯蔵ソリューションへの未曾有の需要に直面しています。現行のリチ
ウムイオン電池は広く利用されていますが、液体の電解質に起因する安全性への懸念
や、エネルギー密度の物理的限界が課題として残っています。さらに、重要鉱物資源の
サプライチェーンの脆弱性も、バッテリー産業の長期的な成長にとってリスクとなって
います。固体電池技術は、これらの課題に対する包括的な解決策を提供し、バッテリー
技術のゲームチェンジャーとなる可能性を秘めています。DOEの取り組みは、米国のエ
ネルギー安全保障を強化し、クリーンエネルギー経済への移行を加速するための国家戦
略の一環です。



今後の展望

固体電池技術の開発は、まだ商業化に向けたいくつかの課題（製造コスト、量産性、耐
久性など）を抱えていますが、DOEの研究推進はこれらの解決を加速するものです。将
来的には、固体電池が電気自動車の航続距離を大幅に延長し、充電時間を短縮するだけ
でなく、住宅用および産業用のグリッドスケールエネルギー貯蔵ソリューションにも革
命をもたらすことが期待されます。これにより、再生可能エネルギーの導入がさらに進
み、化石燃料への依存度が低下するでしょう。また、より小型で安全なポータブル電子
機器や、宇宙・防衛用途のバッテリーなど、多岐にわたる分野での応用も視野に入れら
れています。この分野での継続的な投資とイノベーションは、持続可能な未来を実現す
るための鍵となります。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/ammto/breaking-it-down-next-generation-batteries

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/ammto/breaking-it-down-next-generation-batteries


#24 Stellantis、Factorial製固体電池をDodge Charger
Daytonaに搭載し実世界試験開始、EV生産車への搭載に一
歩

概要

Stellantisが、Factorial製の固体電池をDodge Charger Daytonaの試作車に搭載し、実世

界での試験を開始しました。この固体電池は、375 Wh/kgのエネルギー密度と18分で
15%から90%まで充電できる高速充電能力を謳っており、電気自動車（EV）の生産車
に固体電池が搭載される可能性に向けて重要な一歩となります。EVの航続距離と充電

時間の課題解決に貢献し、業界の転換点となることが期待されます。

公開日 2026年06月11日  Car and Driver  アメリカ



詳細

主要成果

自動車大手Stellantisは、Dodge Charger Daytonaの試作車に、Factorial Energy社製の革
新的な固体電池を搭載し、公道での実世界試験を開始しました。この動きは、固体電池
技術を電気自動車（EV）の量産モデルに統合するための重要なマイルストーンを意味
し、バッテリー技術の未来における大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

Factorial Energy社の固体電池は、優れた性能指標を誇っています。発表されているエネ
ルギー密度は375 Wh/kgと高く、これは既存のリチウムイオン電池を大きく上回る可能
性があります。さらに、充電性能も非常に優れており、わずか18分でバッテリー容量の
15%から90%まで充電できるとされています。この急速充電能力は、EVのユーザーエク
スペリエンスを劇的に向上させ、長距離移動の利便性を高めます。固体電池は、液体電
解質を使用しないため、安全性も高く、熱暴走のリスクを大幅に低減できるという特徴
があります。Dodge Charger Daytonaでの実世界試験は、これらの理論的・実験室的性
能が実際の走行条件下でどのように発揮されるかを検証することを目的としています。

背景・業界文脈

電気自動車業界は、航続距離の延長、充電時間の短縮、および安全性の向上が主要な課
題として常に議論されてきました。固体電池は、これらの課題を解決する「ゲームチェ
ンジャー」として大きな期待が寄せられています。多くの自動車メーカーやバッテリー
企業が固体電池の開発に巨額の投資を行っていますが、その商業化には製造コスト、量
産性、長期耐久性などの課題が残っています。StellantisがFactorial製の固体電池を自社
の主力EVモデルの一つに搭載して実世界試験を開始したことは、固体電池技術がラボレ
ベルの研究段階から、実際の自動車用途での実用化へと移行しつつあることを明確に示
しています。これは、EV市場全体の発展にとって極めて重要な意味を持つ出来事です。



今後の展望

StellantisによるFactorial製固体電池の実世界試験は、技術の成熟度を測る上で不可欠で
す。もし良好な結果が得られれば、他の自動車メーカーも追随し、固体電池の採用が加
速する可能性があります。これにより、EVの性能が飛躍的に向上し、より多くの消費者
が電気自動車を選択するようになることで、世界の自動車市場におけるEVのシェアが拡
大するでしょう。Factorial Energyは、Mercedes-BenzやHyundaiといった他の大手自動
車メーカーとも提携しており、その技術が将来的に幅広いEVモデルに搭載される可能性
を示唆しています。この動きは、化石燃料依存からの脱却と、持続可能なモビリティ社
会の実現に向けた大きな推進力となることが期待されます。

元記事: https://www.caranddriver.com/news/a71550502/stellantis-road-testing-solid-state-battery-

charger-daytona/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.caranddriver.com/news/a71550502/stellantis-road-testing-solid-state-battery-charger-daytona/
https://www.caranddriver.com/news/a71550502/stellantis-road-testing-solid-state-battery-charger-daytona/


#25 Factorial Energy、EV向け固体電池で航続距離
1,200km以上を達成しNasdaq上場へ

概要

米国の固体電池メーカーFactorial EnergyがNasdaqに上場し、成長の次の段階に進むこ
とを発表しました。同社の固体電池は、Mercedes-Benz EQSに搭載された実世界テス
トで745マイル（約1,200 km）以上の走行距離を達成しており、電気自動車（EV）業

界にとって「ゲームチェンジャー」となる可能性を秘めています。この成果は、EVの
航続距離に対する懸念を払拭し、固体電池の商業化を加速させる上で重要な意味を持
ちます。

公開日 2026年06月09日  Electrek  アメリカ



詳細

主要成果

米国の固体電池開発企業Factorial Energyが、Nasdaq株式市場への上場を果たし、同社
の成長における新たなフェーズを開始しました。これは、同社の革新的な固体電池技術
が実用化に近づいていることを示す重要な指標です。特に注目すべきは、同社の固体電
池がMercedes-Benz EQSに搭載された実世界テストにおいて、1回の充電で745マイル
（約1,200 km）以上の走行距離を達成したという画期的な成果です。

技術・臨床詳細

Factorial Energyの固体電池技術は、既存のリチウムイオン電池が抱える液体の電解質に
関連する課題、特に安全性とエネルギー密度の限界を克服することを目的としていま
す。同社の技術は、固体電解質を用いることで、液漏れや熱暴走のリスクを排除し、バ
ッテリーパックの安全性と信頼性を大幅に向上させます。Mercedes-Benz EQSでのテス
トでは、この固体電池が高いエネルギー効率を維持しながら、長距離走行を可能にする
能力が実証されました。これにより、電気自動車の最も大きな障壁の一つである「航続
距離の不安」を解消する具体的な解決策が提示されたことになります。この成果は、ラ
ボレベルの試験だけでなく、実際の車両環境での厳格な評価を経て達成されたもので
す。

背景・業界文脈

電気自動車市場は急速に拡大していますが、消費者の間では依然として航続距離と充電
インフラに対する懸念が根強く残っています。多くの自動車メーカーやテクノロジー企
業が、これらの課題を解決するために固体電池技術の開発に多大な投資を行ってきまし
た。Factorial Energyの上場と、1,200 kmを超える航続距離の実証は、固体電池が単なる
研究開発の段階から、量産と商業化に向けた具体的な道のりを歩み始めたことを示して
います。これは、電気自動車業界全体の技術ロードマップに大きな影響を与え、固体電
池がEVの標準的なバッテリー技術となる可能性を大きく高めるものです。



今後の展望

Factorial EnergyのNasdaq上場は、同社が今後、生産能力の拡大と製品開発の加速に必
要な資金を確保するための重要なステップです。同社は、Mercedes-BenzやHyundaiな
どの自動車大手とすでに戦略的提携を結んでおり、これらのパートナーシップを通じ
て、固体電池技術が今後の量産EVモデルに統合されることが期待されます。これによ
り、電気自動車の性能と魅力が飛躍的に向上し、ガソリン車からの移行をさらに加速さ
せるでしょう。長期的には、Factorial Energyの技術が、持続可能なモビリティ社会の実
現と、再生可能エネルギー貯蔵システムにおける新たなブレークスルーに貢献する可能
性を秘めています。

元記事: https://electrek.co/2026/06/09/solid-state-ev-battery-maker-factorial-nasdaq-745-mile-range/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrek.co/2026/06/09/solid-state-ev-battery-maker-factorial-nasdaq-745-mile-range/


#26 中国農業科学院、鉄で強化したバイオ炭で堆肥からの
有害ガス排出量を半減し品質向上に成功

概要

中国農業科学院の研究者らが、鉄で強化したバイオ炭（FeBC）を開発し、農業用堆肥
からの有害ガス排出量を半減させることに成功しました。FeBCは、トウモロコシの茎
由来のバイオ炭に鉄溶液を注入することで製造され、比表面積が4.6倍に増加し、表面

官能基も豊かになりました。この技術は堆肥の品質を向上させ、農業における環境負
荷低減に大きく貢献すると期待されます。

公開日 2026年06月09日  EurekAlert!  中国



詳細

主要成果

中国農業科学院の研究者らは、鉄で強化したバイオ炭（FeBC）を開発し、農業用堆肥の
プロセスから排出される有害ガス（アンモニア、メタン、亜酸化窒素など）の量を50%
削減することに成功しました。この革新的な材料は、堆肥の品質も同時に向上させ、持
続可能な農業慣行への重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

FeBCは、トウモロコシの茎を高温で熱分解して得られるバイオ炭を原料としています。
研究チームは、このバイオ炭に特定の鉄溶液を注入・含浸させることで、鉄成分を材料
表面に均一に分散させました。この強化プロセスにより、FeBCの比表面積は元のバイオ
炭と比較して4.6倍に劇的に増加し、より多くの吸着サイトと反応部位を提供します。
また、表面にはカルボキシル基や水酸基などの官能基が豊富に生成され、これが有害ガ
ス分子との化学的結合や吸着を促進する役割を果たします。特にアンモニア（NH3）や
メタン（CH4）などの温室効果ガスは、FeBCの高い吸着能力と触媒効果によって効率的
に捕捉・変換され、大気中への排出が大幅に抑制されます。

背景・業界文脈

農業における堆肥化プロセスは、有機廃棄物のリサイクルに不可欠ですが、同時に温室
効果ガスや悪臭の原因となる有害ガスを排出するという環境課題を抱えています。これ
らのガスは、気候変動を加速させ、地域住民の生活環境にも悪影響を及ぼします。従来
の堆肥処理方法では、有害ガスの排出抑制が困難であり、高コストな設備が必要となる
場合も少なくありませんでした。バイオ炭は、その多孔質構造と炭素固定能力から、土
壌改良材や汚染物質吸着材として注目されてきましたが、有害ガス排出抑制に対する特
化した性能向上は限定的でした。中国農業科学院の今回の研究は、バイオ炭の機能を鉄
で強化することで、このギャップを埋め、環境に優しくコスト効率の良いソリューショ
ンを提供します。



今後の展望

この鉄強化バイオ炭（FeBC）技術は、農業分野における環境管理に革命をもたらす可能
性を秘めています。有害ガス排出量の半減は、温室効果ガス削減目標達成に大きく貢献
し、地域の空気質の改善にも繋がります。今後は、FeBCの大量生産技術の確立と、異な
る種類の農業廃棄物からのバイオ炭への適用可能性、および実際の農場環境での長期的
な効果とコストパフォーマンスの評価が進められるでしょう。また、土壌改良材として
の機能と組み合わせることで、作物生産性の向上と環境保護を両立させる「一石二鳥」
のソリューションとして、国際的な普及が期待されます。これは、持続可能な食料生産
システムの構築に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1047192

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1047192


#27 Qnity Electronics、AI駆動GPU向け有機インターポー
ザ材料を強化、高性能半導体の歩留まりと信頼性向上へ

概要

Qnity Electronicsは、AI駆動GPUの先端パッケージング向けに、有機インターポーザ材
料ソリューション「Intervia™ 8540HSP銅」と「Cyclotene™ DF6800Mドライフィルム
フォトレジスト誘電体」を発表しました。これらの強化された材料は、微細相互接続

形成と再配線層（RDL）設計をサポートし、高性能半導体デバイスの性能、歩留ま
り、および長期信頼性を向上させます。これにより、AI/HPC分野における高密度集積
化の要求に応え、次世代デバイスの性能を最大限に引き出すことが期待されます。

公開日 2026年06月09日  Qnity Electronics, Inc. Press Release  アメリカ



詳細

主要成果

Qnity Electronics社は、AI駆動型GPU向け先端パッケージング市場の要求に応えるため、
有機インターポーザ用途の強化された先進パッケージング材料ソリューションを発表し
ました。具体的には、「Intervia™ 8540HSP銅」と「Cyclotene™ DF6800Mドライフィル
ムフォトレジスト誘電体」という2つの製品を導入し、高性能半導体デバイスの性能、
製造歩留まり、および長期信頼性を飛躍的に向上させます。

技術・臨床詳細

「Intervia™ 8540HSP銅」は、微細な回路パターンを形成するための特別な銅箔であ
り、優れた導電性と機械的強度を兼ね備えています。有機インターポーザの主要コンポ
ーネントとして、超微細な配線（ファインピッチ相互接続）の形成を可能にし、信号伝
送の遅延と損失を最小限に抑えます。「Cyclotene™ DF6800Mドライフィルムフォトレ
ジスト誘電体」は、再配線層（RDL）の構築に使用される高性能な誘電体材料です。こ
の材料は、優れた電気絶縁性と熱安定性を提供し、多層配線構造において高密度な集積
と信頼性を確保します。ドライフィルムであるため、均一な厚みと高い解像度でのパタ
ーン形成が可能であり、製造プロセスにおける欠陥率の低減に貢献します。これらの材
料は、有機インターポーザの製造において、より微細なピッチ、より高い層数、および
より優れた電気的性能を実現するための鍵となります。

背景・業界文脈

近年、人工知能（AI）や高性能計算（HPC）の急速な発展に伴い、GPU（Graphics

Processing Unit）のような先端半導体デバイスは、より高い処理能力、より低い消費電
力、より小さなフットプリントが求められています。これを実現するためには、チップ
間の接続密度を高める「先端パッケージング」技術が不可欠です。有機インターポーザ
は、複数のチップを効率的に統合するためのプラットフォームであり、その性能は使用
される材料の特性に大きく依存します。Qnity Electronicsの新しい材料は、特にAI駆動
GPUにおける高密度集積化の課題に対応し、信号完全性の向上と熱管理の最適化を通じ
て、次世代半導体デバイスの性能限界を押し広げるものです。これは、半導体産業にお
ける技術的優位性を確立する上で重要な役割を果たします。



今後の展望

Qnity Electronicsが提供するこれらの先進パッケージング材料は、AI、HPC、データセン
ター、および5G通信といった成長市場において、次世代半導体デバイスの性能と信頼性
を向上させるための基盤となるでしょう。今後は、これらの材料のさらなる最適化と、
より複雑なパッケージング構造への適用可能性の探求が進められることが期待されま
す。また、製造プロセスの簡素化とコスト削減に貢献することで、先端パッケージング
技術の普及を加速させ、半導体産業全体のイノベーションを推進する可能性がありま
す。Qnity Electronicsは、この分野でのリーダーシップを強化し、高性能エレクトロニ
クスの未来を形作っていくことを目指しています。

元記事: https://www.qnityelectronics.com/news/qnity-introduces-enhanced-advanced-packaging-

materials-for-organic-interposer-applications.html

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.qnityelectronics.com/news/qnity-introduces-enhanced-advanced-packaging-materials-for-organic-interposer-applications.html
https://www.qnityelectronics.com/news/qnity-introduces-enhanced-advanced-packaging-materials-for-organic-interposer-applications.html


#28 嶺南大学、AIとしわ材料の融合研究を発表：偽造防
止、人工臓器、伸縮性バッテリーへの応用を展望

概要

嶺南大学の研究チームが、「AI＋しわ材料」の将来応用を探る共同研究を発表しまし
た。この研究は、しわの寄った材料の予測不可能な構造と機械的特性をAIで制御し、
偽造防止、人工臓器、伸縮性バッテリーなどの分野での新たな可能性を開拓すること

を目指しています。研究成果は「Nano-Micro Letters」に掲載され、材料科学とAIの融
合が革新的な機能性材料を生み出すことを示唆しています。

公開日 2026年06月04日  Lingnan University Press Release  香港



詳細

主要成果

嶺南大学の研究チームは、「AI＋しわ材料」という革新的なアプローチに関する共同研
究成果を発表しました。この研究は、しわの寄った材料（wrinkled materials）が持つ複
雑で予測不可能な構造と機械的特性を、人工知能（AI）を用いて効果的に制御すること
に焦点を当てています。この融合技術は、偽造防止、人工臓器、伸縮性バッテリーとい
った多岐にわたる分野で、これまでにない新しい応用可能性を開拓するものです。

技術・臨床詳細

「しわ材料」とは、表面に微細なパターンやしわが形成された材料のことで、このしわ
のパターンが、材料の伸縮性、摩擦係数、光学特性、あるいは化学的反応性に影響を与
えます。しかし、これらのしわの形成は非線形的で予測が難しく、制御が困難でした。
嶺南大学の研究チームは、AI、特に機械学習アルゴリズムを導入することで、しわ材料
の形成プロセスを最適化し、所望の機能を発現させる特定のしわパターンを「設計」す
ることに成功しました。例えば、特定の機械的刺激に対して特定の応答を示すしわパタ
ーンや、光学的識別が可能なランダムでありながら識別可能なパターンなどをAIが生成
します。この技術は、材料の物理的構造とAIの計算能力を組み合わせることで、従来の
材料では不可能だった複雑な機能性を実現します。

背景・業界文脈

材料科学の分野では、外部刺激に応答して特性を変化させる「スマート材料」の研究が
盛んです。しかし、その設計と制御は、しばしば膨大な実験と試行錯誤を必要としまし
た。AIの進化は、この材料開発プロセスを加速させ、より効率的でターゲットを絞った
アプローチを可能にしています。偽造防止技術では、複製が極めて困難な微細パターン
を材料に組み込むことが求められ、人工臓器では生体組織のような柔軟で適応性のある
材料が、伸縮性バッテリーでは曲げたり伸ばしたりしても性能が維持される材料がそれ
ぞれ必要とされます。本研究は、これらの高度な要求に対し、AIとしわ材料の組み合わ
せが有効な解決策を提供することを示しており、材料科学と情報科学の学際的な融合の
重要性を強調しています。



今後の展望

この「AI＋しわ材料」技術は、今後の様々な分野で大きな影響を与える可能性がありま
す。偽造防止では、高セキュリティなIDカードや製品ラベル、パッケージング材料への
応用が期待され、複製が実質的に不可能な物理的特徴を提供します。人工臓器分野で
は、生体組織の複雑な力学的特性を模倣し、より生体適合性が高く、機能的な移植可能
なデバイスの開発に貢献するでしょう。また、伸縮性バッテリーは、ウェアラブルエレ
クトロニクスやソフトロボットの電源として、新たなデザインの自由度をもたらしま
す。研究チームは、この技術のさらなる最適化と、産業応用への橋渡しを進めること
で、より安全で便利な未来の社会の実現を目指しています。

元記事: https://www.ln.edu.hk/news/press-releases/20260604/lingnan-university-collaborative-research-

explores-future-applications-of-ai-wrinkled-materials-in-anti-counterfeiting-artificial-organs-and-

stretchable-batteries

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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